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伸縮のない製図材料と地図・第2原図複製

基本図為化材料

●ミクロトレースP･PW(白マット）・・・・・・航空写真図化用（鉛錐専用）ポリエステル

トレーシングフィルム

●A・Kケント紙・・・・・・・・・・・・・・・・航空写真図化用アルミ箔サンドケント紙

⑨ダイヤマット・・・・・・・・・・・・・・・・無伸縮ポリエステルトレーシングフィルム

基本図第2原図

●ミクロコピー。最も多く使用されているポリエステルフィルムの第2原図(セピア・ブルー）

●ミクロポジ・・・・。。・・・・ブルー・セピア黒色画像のポリエステルフィルム第2原図

基本図編纂
1

●訪而基本図をﾄﾚーｽを行なわず写真法にて接合し林班ごとに編纂｡又唯抗而.mm
に縮尺・図割を替え編纂

○その他図面複製及び製図材料に関することは何なりとご相談下さい。

本社・東京都新宿区新宿2－13（不二川ビル）

商孝Aγ層L(354)0361(代)ｴ場.東薫崎ゞきちと窓證糒砺雫夛野町2-‘《鶴繍ビル内）
株式

会社

興林靴と興林革軍手
山で働く人の足と手の災害防止に/

形もよく丈夫で価格も安い

革は上質ボックス
底は特種合成ゴム底

No.1短靴

通勤、作業兼用

No.2編上靴

登山、山林踏査に好適

ご注文の節は種顛とサイズ（文数）をはっきりお課き‐

檮ドさい。尚ご注文品にキズが有ったり足に合わなかっ

た場合はお取替致します。鉄先芯の有無を指定下さい。

No.3半長靴

オートバイ用に好適

鈴F

謡点『

革 軍手

No.4.長續上靴(編上スパッツ）

山林踏査、オートバイ用
No.5脚絆付繕上靴(謡上バンド付）
山林踏査、オートバイ用 日本林業技術協会｜底の揖造
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がうほどの明るさ、大16ミリ映画の画面と見ま

きき、それに音質です ◎

ドからうつし出される画東映スーノモー8サウン

而は、驚くほど明るく 、鮮明で、大きいので、

位です。音響効果も8ミ16ミリI映画と見ま力ぐう

リ1，－キーの常認を砿 る、重厚HiFi害の再生に

成功しました。

格使用電源100V50 型秩豪塞木
寸潅・雷垂

・60サイクノレ、

梨キャピネッ1､、スピーカー共一体のワンケース魂、寸注一電垂

380×260×260mm13.5kg，使用フイノレムスーノぐ－8フイルム，シン
グル8フィルム（光学録音・漉気録音・サイレント版各諏）

■暖写擬撫映写レンズ新誠ガラス採用、嵩解ｲ象カレンズ

TOEI－SFユ.4壷＝28mm、映写レンズトルフレクターDCA－S

S型、21．5V、150W、反射錘内蔵、断線防止装竃付、フイルム送り
正転映写・逆転映写・逆転早送り、停止映写、各装謹内藏、映写連
座錘秒24コマ・18コマ、外部し'ぐーで切換え自由

画発声擬撫発声方式光…至及び磁気録音再生、光学発声エ

鋸サイダー・ランプ4V0．75A、スリットレンズ、高感度ゾーラー

セル光恢出素子、磁気発声録音・再生滴性能磁気ヘッド、アンプ

I､ランジスター9石、ダイオード7本、OTL方式(録音アンプ兼用、
出力6W

四録音機構録青ヘッド交流消去ヘッド及び磁気録音ヘッド、

録音方式減周波'マイヤス方式､A.L.C(自動音量調節）回路使用、
録音入力ジャックマイク及びレコード・フ･レイヤー等の2種録音

モニター付腿イヤホーン抜続により可能、

皿アクセサリー群（近日発売）ズーム・レンズ、アナモフイ・ソクレンズ
用アタチメンI､、ミキシング・アダフ･ター

スーノポー8

シングル8

レギュラー8
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450
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円

線虫のはなし900

造林投資の考え方
一とくに国有林を中心として－

1，200

林業技術事例集一伐木集巡材編一
850

森林の生産力に関する研究
第Ⅱ報信州産カラマツ林について

450
〃

第Ⅲ報スギ人工林の物闘生産
について450

林業用度量衡換算表（改訂版）280

斜距離換算表110

造林の利回り表（再版）320

図説空中写真測量と森林判読850

航空写真測量テキスI､(改訂版）390

森林航測質疑100題550

航測あ．ら．かると420

世界林業行脚450

外国樹種の造林環境38O

ソ連の森林350

密植造林（4版）150

針葉樹を加害する小蛾類1,600

高稲松尾カラマツ林業総説
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日林協編私たちの森林

横尾多美男

山･内健雄 180〃

200〃
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林野庁監修

日林協編

〃
《

シリーズ最近の林業技術（日林協編）

No

l

円

苗畑における土壌線虫の150
被害と防除

サンプリングの考え方
一主として森林調査について一

150

マツカレハの生態と防除
上巻〔生態編〕150

〃下巻〔防除編〕150

カラマツの溌震促進150

蒸散抑制剤の林業への応用150

最近のパルプと原木150

山地の放牧利用150

集材機索道用樹朱アンカーの
強さ150

予防治山150

クリの山地栽培15O

新しい測樹150

〒
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久田喜二

林野庁監修

日林協編

〃

西尾元充

塩谷勉

石川健康

神足勝浩訳

小滝武夫

一色周知
六浦晃

〃

山田房男
小山良之助

〃

浅川澄彦

三宅男

中野真人
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中村英碩
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林道行政の基本的方向

大福喜子男
〔林野庁，林道課長〕

林業白書でも指摘されているように，わが国の林業は現在いくつかの打解すべき難問題をかかえて

いる。

第1は，需要の急激な伸びにもかかわらず，国内生産が停滞傾向を辿っていること。

第2は，将来の生産力増強を左右する造林事業が年を減少傾向にあること。

第3は，国内生産の大半をしめる私有林経営における生産活動が停滞気味であること。

第4は，林業労働の量的不足と質的低下の傾向が年倉強まりつつあること等である。

これらの憂慮すべき傾向は，それぞれ各種の原因の総合的結果として現われているのであるが，し

かしその主要な原因をさぐり出して見れば次のような点が指摘されるであろう。すなわち第1の国内

生産の停滞は，戦中および戦前における造林事業の不振と近年における林道事業の不振が主要な原因

であり，（もちろん需要の伸びすぎによる過伐の原因もある｡）その打解のためには，林道開設と機械

化が強力に推進されねばならない。第2の造林事業の不振は，造林資金の不足，林業労働力の不足，

林道開設の不足等が主要な原因であり，その打解のためには，造林促進のための林道開設，造林資金

の確保策，林業労働の確保策等が必要である。第3の私有林経営における生産活動の停滞は，やはり

林業労働力の不足，管理林道の不足等が主要な原因であり，その打解のためには，協業の促進，小

規模林道の開設等が必要である。第4の林業労働の不足は，山村人口の減少が主たる原因であり，そ

の打解のためには，労働生産性の向上による所得の増大，協業の促進，山村における生活環境の改善

（林道の整備を含む）等が必要であろう。

林野庁としては，以上のような考え方から各種の施策を総合的に推進しつつあるわけであるが，な

かでも林道事業については，造林事業とならび林業における生産基盤の整備事業としてその開設を強

力におし進めようとしている。

すなわち，咋41年4月に「森林資源に関する基本計画」を閣議決定したが，この計画において，昭

和65年の目標林道延長を18万kmとしている。このうち民有林林道としては57年までに11万kmを

完成する計画であり，現在既設分が約4万kmであるから，今後の15カ年に約7万kmを開設する計

画とされている。この7万kmをどのようにして開設していくかであるが,､それには，まず基本的な

方針として次のような考え方をもっている。

第1には，すべての経済林道から500mの範囲に入るよう，林道の開設を促進する。

第2には，すべての経済林地は，二つ以上の木材市場が選択できるよう峯越連絡林道等の開設促進

により，林道網の整備をはかる。

第3には，すべての経済林地から市場までの経済的距離を，トラック輸送1日2往復となるよう短

縮するため，林道改良事業を拡充する。（現在平均時速20kmの設計速度を,30kmあるいは40km

とするよう，遂次林道の構造改良をすすめる）等の方針である。

さて，このような林道開設計画を進めるためには，第1に林道開設資金対策が重要であり，そのた

めには補助金の増額，融資制度の改善，地元負担金の妥当な分担方式の解明と指導等が必要である。

第2には林道関係技術の向上が必要であり，そのためには①路線選定技術の向上②各種構造物の選

定と設計技術の向上③施工技術の向上などを強力にすすめる必要がある。

わが国林業の発展を期するため,関係各位の絶大なご協力ご指導を衷心よりお願いする次第である。
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第13回林業技術賞受賞業績紹介

麺.

｢いわおスギ」のこと

一

一

吉 永敏一

〔佐賀県，七山村林業係長〕
一

『林木育菰の普及指導」の業級により受賞

を短縮することによって，小規模でも農林家経済の身近

な収入源として魅力ある林業経営へ脱皮を夢みて，この

スギを本気でモノにしようと思ったのである。

その後，諸熊巌氏の病気入院などの不運もあったが，

当時せんむスギ（農協専務からとった）あるいは，はや

ぶとりスギと呼ばれていたこのスギを諸熊巌氏の名をと

って私は，いわおスギと呼ぶことにして両諸熊家を中心

に近隣の農林家へ呼びかけ，当初7名でばあったがいわ

おスギ研究会をつくり，その将来性と有利さを説き意欲

的に苗木の増産につとめ，いわおスギの研究を進めるこ

とにしたが，会員の熱意によってその成果は急速にあが

り苗木の生産量も，造林面積もささやかながら計画どお

り進展をゑるにいたった。

2．いわおスギの由来

いわおスギは七山村大字馬川でつくられた品種で，く

もとおしスギなどと同じく1本の母樹から増殖されたも

のである。

馬川は東部を中心に三方を山岳で囲まれた高地に位

し，富士町に隣接しており，海抜高は400m前後で母岩

は神埼花崗岩に属し，年降水堂は約2,200mm前後，年

平均気温は15.7｡C,尉氏気温-7｡C,扇笥気温403Cで

ある。

今から約40年程前鬮il在住の，諸熊賀五郎氏が隣接の

一
』

1．いわおスギとの出会い

今からちょうど10年前，昭和32年の初夏のことであ

る。私の勤務地である七山村の馬川地区へ農林漁業資金

の融資対象林分の現地調査に出向いた折，たまたまひと

きわ目立つ約1haのスギの造林地にいきあわした。

幼齢期では盆栽のような形になりがちな，在来種のス

ギ造林地のなかにあって，一斉に揃ってのびのびと生育

しているこのスギの造林地は，確かに特異な存在であっ

たことを記憶している。

この造林地は当時，村の股協で専務理事をされていた

諸熊巌氏の所有であり，林齢は6年生であったのである

が，他のスギと比較するとゆうに10年生以_この生育を示

していた。この頃このスギの造林地は他にも3カ所あ

り，勵賄者は諸熊巌氏の遠縁にあたる諸熊潤五郎氏であ

って，ずれも林齢5～6年生の小面祇の造林地にすぎな

かったが，肥培など特別な管理はまったくなされていな

いにもかかわらず生育状況は抜群であった。

なお，その前年の昭和31年に諸熊巌氏はこのスギの造

林地を主伐されていたのであるが，17年生で面積約0.14

ha,生立本数約270本，立木材稜は約64m3(230;E)で

立木売却価格は39万円であったという。この立木を買取

った木材業者は，他のスギと同様の取扱いで製材し同一

価絡で福岡市場へ販売している。

当時の木材消養状況は，国内木材生産量の不足を反映

して質より量の有利性が強かったものである。このスギ

の場合成長が速いだけに，あるいは材質は劣るのではな

いかという懸念があったことは事実だが，とにかく都市

経済のはなやかさやミカン栽培地帯の漿気のよさに比べ

て林業はあ叢りにも地味な存在であり，零細な林野所有

者の間では30年～40年先のことなんかと，こと林業のこ

とになるとソッポむくような状態であっただけに，林業

の特異性とはいえ零細林業の最大のガンである長期生産

灸
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《
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いわおスギ7年生展示林の一部平均樹高8m
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富士町（当時北山村）より約200本の実生苗（母樹はよ

しのスギといわれる）を求め，同氏は自らはこれを植栽

せず同部落の諸熊巌氏が原野状態のところに植栽され

た。その生育は非常に良好であったが，そのうち特に生

長，形質のすぐ・れた1本の母樹を選んで挿木増殖されの

がいわおスギの初めである。

3．いわおスギの特長

現在のいわおスギは2～5代目にあたり，最も林齢の

古いもので17年生であり，幼齢林が主体である。これら

の生育はゑな見事であり，形質も良く，林木の外部形態

いわおスギ15年生

平均樹高15m,平
均胸澗直径22cm

は非常によくそろっている。その主な特長をあげれば次

のようである。

(1)針葉ば肉細尖鋭型で直線であり，実生木のように先

端が鋭く尖っている。葉の色は夏季は浅緑色ないし帯

黄緑色で，冬期は赤褐色である。

(2)枝ば'j､さくて枝数は少ない。枝の岐出角度は鋭角で

あって枝の長さは比較的短い。

(3)樹冠は小さくて植栽間隔2.5m×2.5mの15年生のも

ので直径は2～3m程度であり，均斉がとれ枝下高は

中である。樹冠外側の形は長円錘であり，落枝性は容

易である。

(4)樹幹ば根曲りなく通直完満で，幹足は鳥足型であ

り，幹に若干の気根が発生する。

(5)心材は赤色ないし赤褐色である。

(6)雌雄花の着生は6～7年生で雌花が少通つく程度で

あって，着生は少ないほうである。

4．いわおスギの生長

いわおスギの造林地は七山村で約300haである。林齢

別では10年生以上はきわめて少なく5年生以下が大部分

である。これらの造林地は穏寄400～500mに多く，こ

の地域は花崗岩の風化した砂質壌土のBD型土壌であっ

て，土壌条件は良好であ患。いわおスギの週芯範囲は広

く，山腹の下部はもちろんのこと，山頂部においてもお

びスギなどより良い成長を示している。樹齢11年のいわ

おスギを樹幹折解して成長を調べた結果は，鱒妾林分の

あやスギ（14年生）に比較して同齢時の櫛笥，直径成長

は約2倍，材積成長は約6倍となり，この地方の他のス

ギ品種に比べて成長が著しくすぐれている。

いわおスギ林は七山村全域にわたって分布している

が，10年生以上の林分は立地条件の良いところに生育し

ているため成長にも飼影響を与えていることはうたがい

ないが，林齢10年饗三以下は普遍林地に植栽されたものが

多く，ここでも10年生以上のいわおスギの成長過程と大

差なく，他品種と比べてはるかに成長は優れている。

現在の七山村馬川地区のいわおスギ林の林分成員調査

によってこのような立地におけるいわおスギ林の平均的

な成長経過を算定された結果は，林木の平均樹高成長は

10年生まで連年約1mの伸長を示し,10年以後はやや減

少するが，15年生で14m,18年生で17mに及ぷ°肥大成

長は胸高直径によれば1～3年生までは少ないが，4年

生頃から連年約2cmの成長を示して10年生で15cm余

に達する。11年生以後はやや減少して連年成長は1.5cm

以下となって15年生で22cm,18年生で24cmである。

林木の平均幹材讃成長は樹齢5年以下は僅少であるが

5年生頃から増加の傾向がゑえ，5～10年生の連年成長

量は0．01～0.02m3であるが,10～15年生嘘0｡02～0.05

m3を示す。平均単木材積は10年生で0.105m3(0.38石),

15年生は0.294m3(1.06石),18年生ば0.456m3(1.64

石）である。

立木材積は1haに按蝉すれば，林齢10年は173ma(623

石)，15年は359m3(1,292石),18年は441m3(1,588石）

におよぶ。

現実林が若いためその成熟期あるいは伐期齢を明らか

にすることは困難であるが，おおむね林齢15年生以上は

すでに成熟期に入り，九州の早生型スギ品種の単木成長

経過から推定して伐期齢は従来のスギ品種に比べて著し

く短縮されるものと思われる。

現在いわおスギの造林者はいずれも小面責の森ﾎ編『有

農家であって，収入の回転をできるかぎり短縮すること

を強く希望しており，一応林齢18年程度を伐期に予定し

ている。

5．収益性

この地方は山腹の下部はミカン園，上部にはスギ林が

発達しているので，山林の地価は比較的高く1ha当り25

－3－
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この生産者は採穂できるいわおスギ林の所有者であ

り，畑あるいは水田の一部に育苗しているが，県内外か

らの需要の増加に応じきれない状態であるため，増産と

さらに育苗技術の向上を目指して苗木生産にはげんでい

み。採穂する母樹は4～10年生の造林木であり，採穂林

専用の仕立方は行なわれていない。

も'ともと発根力が旺盛なだけに穂木の活着率は天候が

順長であれば90％は期待できる。3～4月に挿付けを行

なっているが翌年の2月の掘取りまでに40～70cmの伸

長を示して70～100cmの大型の山行苗となる。秋期にも

遅くまで伸長するため，現在までの優良苗の定義からす

ると徒長苗といった感じがするが，これがいわおスギの

特長である。

苗畑では挿木の根の発達および伸長がきわめてさかん

であるから施肥は行なっていないが，当地方に多いスギ

ハダニの駆除および，赤枯病の予防には十分注意して薬

剤散布を行なっている。

昨年度40万本の生産を承たが，今年度ば80万本の挿付

けが行なわれているので山出し苗は60万本を予定してい

為。

苗木の販売はいわおスギの権威を高めるため，生産者

個人の販売は一切禁止しており，村の森林組合によって

厳絡な検査をした後，森林組合によって系統販売を主体

に責任ある販売を行なっている。販売先は昨年度は県内

50％，県外50％で，県外は九州地区が主体である。

7．いわおスギ造林の現況と将来の抱負

七山村におけるいわおスギの造林はまだ全体からすれ

～35万円である。

造林作業は所有面積が小さいのでほとんど自家労働に

よる場合が多く労賃は男1,300円，女900円程度である。

山林の管理は所有規模が小さく，農家の保有であり，

地利便なため特別の経費は必要としない。いわおスギは

一般構造用材として利用されており，この地方は福岡市

場にトラックで直結できるので，立木価格は比較的高く

現在1m3当り12,000円程度で非常に有利である。当初

いわおスギは生育が速いため材質が劣るので当然価絡も

他のスギより低いのではないかと懸念していたが，現在

までの結果でば少なくともその心配は憂にすぎなかった

ようである。

林齢'8年を伐期として現在価格で算定すれば立木価格

は約530万円となり，この地方に最も多い5haの森林

所有者階屑でも，いわおスギの純林を法正林的な経営で

実施したと仮定すれば（現実にはいわおスギ造林可能地

は約6割)，年煮の山林所得は約145万円と驚異的な金額

となる。

現実にはこの50影を目標にして林業経営の近代化を計

っているのであるが，それでも伐期齢40年の他の一般の

スギ林の収利率7％前後と比較すれば，いわおスギの収

利率が約20％と著しく高いことは特に注目にあたいす

る。

6．苗木の生産販売

10年前7名の会員によって生産を始めた苗木も，現在

では約100名の山林種苗生産組合員のうち60名程度によ

っていわおスギの育苗が行なわれている。

一
）

▲

&

ぱわずかである。造林地は主として沢す

じや中腹の強風のあたらない個所を選ん

でおり現在総面積は約30haであるが，

急速に造林が伸びているので七山村の民

有林4,500haのうち,60%の2,700haの

計画面積までは将来伸びるだろうと思っ

ている。これは零細な一般用材を生産の

対象とした林業経営では，いわおスギ林

業のような短期育成の方法が経済効果を

あげるのに適しているからである。

省力(生産コストダウン)，生産期間の

短縮，材積の増大と材質の向上，主産地

形成，単一施業による均質材の生産。育

林の段階におけるこれからの林業経営の

目標として以上のことを考えているが，

いわおスギはこの願いを満たしてくれる

ものと思っている。

省力，このことは近年山村地域の労働

幽愁鐇溌…

《
）

：

？

》
評

議
》
》鐸

辱

15年生いわおスギより採材したもの
である。

17年生いわおスギの円板比較対象は
やぶくぐりの同樹齢
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期育成の品種として非常に有利であると思われる。

いわゆる5町歩林業の場合はとくにこのような早生系

品種の造林と，肥培管理，合理的施業とによって林業経

営は発展するものと思う。

このような傾向に対して，林業の農業化とか林業の本

質にはずれたものとしての批判もあるが，林業経営が経

済行為である以上このような傾向は必然的なものではな

いかという気がする。

もちろん地力の減退など好ましくない問題も多いとは

想像できるがそれはそれなりに解決されるべきで，その

ためにこそ林学も必要ではないだろうか。

＠いわおスギにつきましては日頃より桔別のご指導を賜

りました九州大学の佐藤敬二先生，宮崎大学の三善正

市先生，佐賀林試の厚信義氏に対し，誌上はなはだ失

礼ですが深甚なる感謝の意を表します。

力不足は深刻であり，林業労伽のうちで最も比重の重い

下刈作業を軽減する必要があるが，いわおスギは特に初

期の生育が速く，5年生で下刈は不要となる。生産期間

は前述のように伐期を18年とするので著しく短縮でき

る。材積の増大と材質の向上については成長が速いだけ

に材稜の増大は問題なく，材質は1ha当り3,000本程度

に植栽本数を増し，やや強度の枝打ちを実行することに

よって，肥大生長を抑制し上長生長を促し本末同大に近

い無節材の生産をはかる。今後のスギ材の消饗はほとん

どが柱材になるだろうといわれるだけにこのことは特に

重要であると思う。あとの点については造林の推進と林

家の組織的育林技術の習得と向上によって実現できるも

のと思える。

このような手段によって林業の経済性を高め，合理化

を推進することが，林業の世界市場へ対処できる一方法

ではないかと思う。、

むすび

いわおスギは成長が速い。形質が良い。繁殖力が大き

い。造林適地の範囲が広い。肥効が著しい。気象害，病

虫害に対して比較的強い。などの特長をそなえており短

一
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佐賀林業試験場，原信義氏の調査資料

宮崎大学政学教室の調査賓料
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第13回林業技術賞受賞業績紹介

フサアカシヤの養苗と

病害防除
一

橋本平一

〔林試，北海道支場〕

「フサアカシヤ苗の病害防除技術の確立」
の業絞により受鐵

による本格的な發苗が始められた。しかし，まだ養苗の

経験が浅く，種寿の問題が残されているが，今日までに

得られた研究成果を取りまとめこの機会にご紹介する。

《
｝はじめに 福岡県におけるフサアカシヤ造林の現況と苗木の需要

今回，フサアカシヤの養苗過程における主要病害防除フサアカシヤ苗が民間生産者の手で養苗され始めたの

の研究に対して，はからずも林業技術賞を受賞されまし･は，38年，1年間の試験的義苗期間を得て39年より本格

たことは身にあまる光栄と心から感謝いたしているとと的に生産されはじめた。それ以来，苗木の生産は県内の

もに，この研究にあたり，いろいろとご教示をいただい需要を上まわる生産趣を示し，一部は県外にも分譲して

た農林省林業試験場，伊藤一雄博士，寺下隆喜代技官，いる現状である。したがってアカシヤ造林の計画は，モ

ならびに激励，ご鞭錘を賜った福岡県林業試験場，青木リシマアカシヤの適地にはモリシマを，寒害の心配な場

義雄前場長，毛利伊右衛門場長はじめ職員の皆様，直接所にはフサアカシヤを植林するような体系が整ってき

ご援助いただいた蓮尾久光技師古田悦子嬢のおかげとた。

深く感謝いたしている次第です。紙面をかりて厚くお礼第1表は，37年度からの福岡県におけるアカシヤ造林

申し上げ室す。フサアカシヤの研究は俊林省林業試験場実績と苗木の需給関係を表わしたものである。

関西支場で造林に関する総合的な研究がなされ，せき悪フサアカシヤ苗畑の主要病害と防除法

林改良事業用樹種として，また今後育種の成果によってフサアカシヤの溌苗過程において現れる病害は稚苗立

ば早期育成林業用樹種としても期待されている。枯病，くものす病，炭疽癌根腐れ病，ネコブ線虫，

本樹は耐寒性ではモリシマアカシヤより適応性が広く白絹病などがあるが，このうち，激しい被害を及ぼすの

福岡県では過去数回の寒波の際にも被害をまぬがれていは炭疽病，根腐れ病，ネコプ線虫である。炭疽病は，県

るが，一方短所は個体差が大きく，形質，材積，生長が内のいずれの苗畑でも激しい被害が現われるが，根腐れ

劣っている。福岡，熊本両県においては10数年前から，病，ネコブ線虫は限られた苗畑で被害が現われる。この

モリシマアカシヤを主体とする造林が進め第1表福岡県におけるアカシヤ類の植栽実績（昭和37~41年まで）

，

&

一

ー

られているが，耐寒性の面で植栽可能範囲

が限定されるきらいがあって，フサアカシ

ヤを含めたアカシヤ造林の推進が望まれて

いる。しかし高温多湿な九州ではフサアカ

シヤの養苗は困難で過去数年間養苗を試暴

られたにもかかわらず失敗に終っている。

この原因はフサアカシヤの炭疽病を主体と

した’1，2の病害による被害と，養苗技

術の未熟が最大の原因であった。34年から

フサアカシヤの炭疽病防除に関する研究に

着手して38年で一応明るい見通しが得ら

れ，事業的な育苗にふゑきる自信を得た。

39年より福岡県林業試験場の指導で生産者

山行苗出荷本数植栽実談

ブサアカシ

樹種年度本数(梨)本数面穣面談計ﾔのしめる（本)(ha)|(ha)面積率(%)

易:"""''u:wf"f"|""'｡
706,1401239'38774.06187.56モリシマ’3816．2

フサアカシヤ58,1205(1,46013．50

モリシマ515,466247,92567.60
39100、1232．5

フサアカシヤ363,654115,79032．52

モリシマ187,630129,16035．62
40F=-~=ZZ.Z=Z~ZT75,6653.0

フサアカシヤ174,000138↑92540，04

‘‘',鰯霊！無‘3聡鯛,‘？‘,
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三大病害についてご紹介する。

フサアカシヤの炭疽病と防除法

○病原菌:GIo"ze""αc"ZgZ"""

フサアカシヤの炭疽病菌は伊藤一雄博士（1956）らに

よって初めて発見され"'sαﾉoSpo7極α|c"c"2と命名され

たが，その後ARXの学説によって，本菌はGJo"ze""α

c葱"Iα”に統合され，さらに寺下技官（1963）ほ詳しい

実験結果に基づいて，この分類学的見解が妥当であるこ

とを証明され，わが国に広く分布し，広い範囲の植物

（果樹，特用作物，樹木類）を侵す炭疽病菌のグループ

であることを報告されている。

○病微

6月頃から茎，枝，葉柄，などに褐色の大小無数の斑

点または斑紋が形成され，病斑が茎を一周すると，そこ

写真1

フサアカシヤの

炭疽病罹病苗の

病斑

から上部は青枯症状となって枯死する，被害は集団的に

拡散されて，落枝，枯死がめだってくる。（写真1）

○伝染経路と発病環域

春，最初の伝染源になるのは次の3つの経路が考えら

れる。①本菌は多犯性であるから，苗畑周辺に種狗の寄

主植物があって，苗木は常に感染の危険にさらされてい

為と考えてよい。②本病による汚染苗畑では，床面に落

下した病枝葉上で病原菌が越冬するので，これが翌春の

伝染源になりうる。③本菌は種子に付着または潜入して

いるので播種床での伝染源となる。この三つの経路か

ら，一度苗畑に感染すると，苗木の病患部には速やかに

分生胞子を形成して，雨しぶきによって周囲に次食と伝

播される。伝播は6～9月にかけて繰返される。本菌が

苗木に接種されて病斑上に分生胞子を形成するまでの期

間は10～20日であって，感染適期になると菌の密度は加

速的に増加する。発病環境は高温多湿な条件で発生する

が，本菌の発育適期と苗木の幼若期が一致する7月（梅

雨期）が養苗上最も重要な時期で，餐苗に失敗するのは

この頃である。また通風の悪い場所では被害を誘発する

おそれがある。

○防除法

種子採集と精選

フサアカシヤの炭疽病菌は熟期前に雨が多い年には保

菌率が高くなるので，本病の防除には種子の精選に注意

する必要がある。すなわち採集した種子は爽を除き－

水洗一一乾燥比重選を行ない，比重1.3以上の種子を用

いる。比重1.3以上の種子は発芽勢がよく，炭疽病の予

防が容易である。

○播種期

従来の春播き法（4月に播種して6月床替）は本病の

伝染期と苗木の幼若期が一致するために被害を受けやす

い。そこで播種期を秋（10月上旬）にして翌春3～4月

に床替を行なう秋播き法に切換えた。この方法で饗苗す

ると伝染期には苗木の抵抗力が増して養苗が容易にな

る。ただし秋期の稚苗床に本病を侵入させないよう管理

することと，冬期1～2月にはビニールトンネルによる

寒害予防が必要である。（写真2，3）

○発芽促進処理と種子粉衣

比重1.3以上の種子について熱湯処理（80.C以上3

～5分)を行ない，さらに一畳夜風乾して種子粉衣剤(チ

ウラム，サンキノン）などを粉衣して播種する。この処

理は発芽促進，炭疽病，立枯病の予防効果がある。

○薬剤散布

本病に対する特効薬はダイセン水和剤（500倍）と水

銀剤加用石灰ボルドー液（5－5式石灰ボルドー液1′

にルベロン0.75～0．59を加用する）で前者は播種床と

床替初期の幼若期に施用することが望ましい。後者は伝

染期の7月から9月にかけての散布に適する。散布回数

および間隔は7月（梅雨期）は7日間隔，6月，8月は

10日～15日間隔で，降雨に応じて随意に散布する。散布

回数もその年の降雨により異なるが床替地で6～9月上

旬までに10～12回散布する。播種床では秋に1～2回，

春，床替前に1回散布する。

○剪定および除草

充実した優良苗を饗苗するには苗木の下部にある葉が

落葉しないように義苗することである。（下部の葉とは

剪定位置35cm以下にある葉のことである）落葉の原因

は栄養障害，土壌病害，ウッペイによる光線不足，炭疽

病などがあるが，炭疽病の間接的予防として苗畑の通気

－7－



る。したがって農繁期の労働管理には十分な計画が必要

である。最近除草剤の施用が普及しているが，アカシヤ

類は根が浅く，施用にあたっては，苗畑の土質を十分知

って，天候，苗木の生理的状態を考慮の上施用する必要

がある。参考までに福岡県林業試験場の苗畑では，床替

1カ月後に手取り除草のあとCAT剤(130～1509/10A)

を施用して農繁期の労働不足を補っている。

根腐病と防除法

○病原菌:CyZMMZ"cI"d鼬沈sc""""池

本菌は農作物では稲をはじめ，ルーピン，ソバ，ウリ

科ナス科マメ科（アカシヤ類も含む)，樹木類では，

マツ科テンニンカ科茶など約30種の植物の茎および

根を侵す多犯性の土壌病病原菌の一種である。この病原

菌の伝染は分生胞子の菌系によっておこるが感染温度は

比較的低温から高温まで範囲が広く，炭疽病より約2カ

月早い4月中旬には苗木に感染がおこり，5月中旬には

被害苗が認められる。その後9月まで，継続的に立枯苗

が現われる。

○病徴

本病の病徴紘胴枯型と根腐型に分けられる。胴枯型は

5～6月にかけて，地際部に黒変帯状の病斑が形成さ

れ，病斑が茎を一周すると地上部は青枯症状となって枯

死する。根腐型ほ典型的な根腐を示し，7～9月にかけ

て発病枯死する。両型の病患部を湿室に保つと自粉状物

が形成される。これが分生胞子である。（写真4，5）

○伝染経路と発病環境

本病原菌の菌系および分生胞子を湿潤状態で接種すれ

ば，茎講よび根部に容易に感染する。伝染経路は播種床

で感染して床替後に発病する場合と，床替地で感染する

場合の2つの経路がある。前者は被害が激しく，7～8

月までに枯死するが，後者は被害が継続的で徐六に現わ

写真2秋播法により完全防除で行なった苗畑（7月上旬）

負

三

p

&

写真3炭疽病によりほとんど全滅した苗畑（7月上旬）

性，受光量をよくし，下葉に薬剤が付着するようにする

ため剪定は重要な作業である。剪定の要領は第1回目

（7月中旬頃）に苗木の地際部径0.6cmに達した苗につ

いて地上35cmで主茎を剪定する。2回目からは腋芽が

30～40cmに伸びた頃にその腋芽を主茎の位置で剪定す

る。主茎から直接出ている葉は光合成に必要な葉である

から剪定しないように注意することが肝要である。3回 ‐

ー目の剪定は2回目の場合に

準じて行なうが，特に剪定

時期に注意する必要があり

10月上旬童でに終了するよ

うに心掛ける。なぜならば

冬期の寒風害に抵抗力をつ

けるため，腋芽の伸長が30

cm以上に伸びていること

が必要である。

雑草の繁茂ば炭疽病の発

生誘因となるが，苗木の幼

若な時期である7月までの

管理が重要で，雑草に被わ

れると致命的な被害を受け
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れる。発病環境は土壌水分と関連が承られ，水田跡地

や，テンツキ類の生えるやや湿った土地で養苗するとき

には注意が必要である。また上記の雑草の他に筆者の調

査ではミミナグサ，スズメノカタピラ，イスガラシなど

から本菌が検出された。

○防除法

芯畑の選定

湿りつけの多い苗畑や汚染苗畑は危険であるのでなる

べく養苗を避ける。

輪作

ヒノキ床替苗畑など比較的乾燥する苗畑で燕苗できる

樹種と輪作することにより，被害を軽減できる。

高畦

根腐病汚染苗畑や，被害発生のおそれのある苗畑で養

苗を余儀なくされた場合にば，畦高30cm以上にするこ

とにより，排水が良好になって，被害を軽減することが

できる。

○薬剤脚験

前述の如く，撚種床で感染して床替地に持込まれるケ

ースが多いので，播種床は高畦にして，クロールピクリ

ンで土壌くん蒸することが望ましい。施用量は30～40

Z/10Aを2週間前に施用して，ガス抜き後に播種する。

ネコブ線虫と防除

○線虫:MMclOiﾋﾒogy""zcog""αvar.αcγ"α

この線虫の和名はサツマイモセネコプ線虫と呼ばれ，

九州各地に広く分布し，47科160種の植物に寄生する農

作物の主要線虫であぁ。

○生態

苗木を本床に定植する4～6月頃にかけて，残根中で

越冬した卵から，ふ化した幼虫が新しく植付けた苗木の

新根に侵入，そこに内住して生育を続ける。幼虫から成

虫になる期間は気温により差があるが，アカシヤ苗では

夏期30～50日で雌成虫になり，組縦内外にゼラチン様の

卵のう（灘）をつけ，この中に300～800個の卵を産む。

卵期間は気温により異なるが夏期で10～30日の範囲と推

定され，う化した幼虫ほ再び土壌中に瀞離して新しい根

をもとめて移動する。アカシヤ苗では世代の繰返えしが

6～11月までに3～4回と推定される。

○病微

床替苗では6月中上旬頃にアワ粒程度のコブが認めら

れ，根の発育，肥大につれてコブは明確となり，8月に

は典型的なゴールが連鎖状につらなって一見してネコブ

線虫の被害とわかる。地上部は7月以後に葉色の退化が

みられるが,枯死することはまず認められない｡(写真6）

○防除法

苗畑の選定と輪作

この線虫は九州各地の畑作地で認められるので，苗畑

の選定には前作物の調査が必要であって，汚染苗畑での

養苗は避けなければならない。また，この線虫はヒノキ

養苗あと地では線虫密度が減少するので，ヒノキ床替苗

畑との輪作が望重しい。

○薬剤防除

固定的な苗畑でアカシヤを連作すると，ネコプ線虫の

被害が年狩増加する。このような汚染苗畑では殺線虫剤

写其6

ネコプ線虫によ

る被将根

の施用が望ましい。施用薬剤はDBCP乾剤80%液が優

れている。本剤原液量3～5#/10aを200～300倍の水に

稀釈して土中15cmに注入童たは液注する。施用に当た

っては’床替2週間前に実施して，ガス抜き後床替を行

なう。

おわりに

フサアカシヤの養苗については，まだ多くの問題が残

されているが，一応需要に応ずるだけの生産が期待され

るようになった。

今後は生長堂の多い，形質の整った，寒さにも強い系

統の苗木が生産されるようになることを期待してやぷま

せん。最後にアカシヤ造林が，九州の低位生産地の緑化

用，さらに短期育成林業鮒種として安定した発展をとげ

ることを望む次第である。
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第13回林業技術賞受賞業績紹介

製材鋸目立技術

若尾毅一

〔徳島県，林政課〕
「製材鋸目立技術の研究及び普及指導」
の業績により受堂

の方燕は念頭において目立技術の向上により一層の理解

をもって欲しいと思います。よく使われる言葉に「製材

工場の経営の良・否は歯先から」とか，「製材工場の心

臓部は目立室」などといわれているとおり昔から目立技

術は重要視されております。では目立技術はなぜ重要で

しかも加エ技術がむずかしいかと申しますと，まず第1

に挽材種類が多いことにあります。特に近年外材の入荷

増に伴いその種類も内地材をはるかに上回わっておりま

す。なかには，想像もつかないような硬い材など内，外

あわせると相当な樹種を挽くことになりますので一応ど

の樹種にも支障なく挽ける鋸の目立技術を習得しておか

ないと一人前の目立技術者とはいえないのであります。

この技術は，目立するの雛でなく機械関係にも知識をも

たなければならないので他の技術に比べて広範囲な技術

を身につけるのでむずかしいといわれております。良い

製品を造り出すには，鋸，機械，使用者（製材手）の三

者が協力しないと効果があがりません。したがって，不

況の波をのり越えるのには，糖度の良い羅針盤（目立)，

船（機械)，船長(製材手)が協力してこそ大海（不況）

を乗りこえることができるものであります。自立技術に

関する細部にわたる説明は誌面の関係上省略させていた

だきます。要は，どの樹種にも自信のある目立ができる

ような技術を身に付けることです。目立技術のわるい例

をあげてぷますと，いくら最新式の製材機械を備えて優

秀な製材手が挽いても鋸自体が切れなかったり，挽き曲

がりの出るようでは満足な製品はできません。そのうえ

鋸の消耗も激しく（切れないと鋸替え回数が多い)，能

率の低下が最大の欠点であります。切削が過重になると

電力の消饗も大きく製材手の疲労による思わぬ事故など

にも関連します。この点，経営者，監督者の方左には特

に注意していただくとともに工場内の技術部門に関心を

もたれることは製材工場経営上重要な問題の一つではな

いかと思います。ひとくちによい鋸を造ると申しまして

も簡単に造れるものではなく永年の経験と研究を重ねた

結果実現するものであります。何年日立をしても思わし

くなく途中で脱落していく技術者も少なくありませんで

〆
さる，5月25日開催されました第22回日本林業技術協

会総会の席上，はからずも，第13回林業技術賞受賞の栄

に浴しました。身にあまる光栄と感激いたしておりま

す。これもすべて，諸先誰の皆様方や多くの関係者の方

禽のご指導のたまものと誌上をお借りいたしまして厚く

お礼申し上げる次第であります。非力ながら今回の受賞

に恥じないよう懸命の努力を重ね，技術の研磨に励みた

い所存でございますので今後ともよろしくご教導下さい

ますよう心からお願いいたします。

1．目立の重要性

製材工場を戦前と戦後について回顧してゑますと，戦

時中の統制時代と，終戦後復興中の好況時代と現在のよ

うにあらゆる産業のめさ重しい伸展，建築様式の変化，

新建材の進出と，なおかつ，原木高の製品安などの悪条

件が重なっているとき，製材業界としては何か手近な対

策を講じなければならない時期に直面しているのではな

いかと思われます。この打開策として第1に原木の購入

費を安くすることも考えられますが現在では全国的に市

況がほぼ安定化して思うように安く買えない時代であり

ます。次に，工場の設備の合理化による対策であり童す

がこれも資金面，その他木材需給による原木の確保，生

産増による販売面の拡張などの諸問題など山積象してい

るので思うようにいかないこともあります。この問題

は，一歩誤ると命とりになる可能性が強く慎重に研究す

る必要があります。合理化を必要以上に実施して倒産し

た例も数多くききます。では，一番無難なものは何か，

それは技術の向上によるコストダウンであります。その

うちでも目立技術の占めるウエイトは相当大きいので

す。同一樹種でも目立技術の良し，悪しは直接製品の良

否に通じ併せて販売面においても価格にひびきます。良

い製品は取り引き上有利であるばかりでなくその商標

は，常に無言の宣伝をしてくれているということを業者

〃
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表1薄鰯使用の長所，短所

長 所

(1)薄板を挽くと特に歩止りが良い，また歯の’
ピッチが小さいので製品の挽肌が細かく製，
品価値が良い

(2)切削が軽いので，電力の消饗量が少なくて
経済的である。寵た製材手の疲労が少ない。

(3)製材機の摩耗が全般に厚鋸使用より少ない｡｜
｜(4)鋸購入饗が厚鋸より絡安である。

｜伽考短所

I嬢身,倉"霧《蕊誠……すい｡|蕊轆謡1護鱸
(2)厚鋸は挽材の無理がきくけれど薄鋸はできにわたり調べるとあり
ない。 ますが，省略させてい

ただきます。(3)使用時間が厚鋸より短い。

所短

表2製材本機の標準回転数と鋸速度（1分間）

帯錐の型式
（呼称）

36インチ型

42〃

45〃

48〃

54〃

60〃

72〃

雨T雫諏可綱
36インチ9.唖約1,060回

42〃10.迦910

45〃11.型850

48〃12.錘800

54〃14‘型640

60〃15.型540

72〃18.型450

標準回転数
鋸速度102000ftに
おける回転数(回）

鋸車の外周
（フィート）

鋸車の直擾
（インチ）

硬材に必要な
回転数

848回

728

680

640

512

432

360

簿鋸に必要な
回転数（回）

1,166回

1，000

935

880

薄鋸に適さず
〃

〃

注）

木材切削に必要な挽速度

(鋸間連）は毎分10,000

フィートが標“麓ですが

挽材等により加減しま

す。硬材の場合は10～20

％位おそくします。薄鋸

の場合は10％位速くしま

す。

した。最近では目立技術もめざましい進歩をとげ理論的試験挽きを兼ねて目立技術者の稚成につとめましたが昭
に難問題も解決できる時代になり，以前よりわかりやす和31年に林産課廃止となり養成機関も自然消滅しまし
くなりましたが，必ずしも一致するとは思われず，やはた。現在は，養成機関はありませんが県下の製材エ場を
り実地に検討し，研究することが望ましいのでありま巡回指導で補っております。最近，目立技術者不足と，
す。戦前の目立技術者は，大部分の方が大工，佐官同様既存の目立技術者も高齢化（平均43才位）しており，将
5年位の年期勤めをして初めて一人前の目立技術者とし来，後継者の問題で養成機関の再開を希望する業者も数
て取り扱われたものです。これも師匠の技術を見て覚え多くあります。この問題を良く検討して承ますと，今は
るいわゆる「勘」に頼って習得したものです。現在のよ不足しているがもし瀧成所から何名かの技術者（饗成所
うな参考書や養成所などなかった時代ですからそQ苦労と名が付くと少なくも10名以上）が巣立っていくと何年
も相当なものでありました。私もその一人であります。か後には就職先に不安を感じはしないだろうかが問題と
特殊技術といわれる技術である関係上自己の技術を過信思われます。
していわゆる天狗になる傾向も強かったものでありま3．薄鋸使用の効果と欠点

す。今では理論的に指導しており，また機械も進歩して最近，外材の輸入増とともに建築様式の変化などで使
いる関係上このような技術者はないものと信じておりま用鋸も次第に厚くなりました。これは能率を主体とした
す。ここ数年来，目立技術者も参考書や養成所ができたことと，往年のように薄鋸を使っての歩止りを主体とし
ため1年位で結職一人前の目立技術者として活躍されてた高級製品が少なくなったのが厚鋸使用になった主な原
いる人もあります。これは幽才技術の進歩したあらわれ因であります。ここで考えなければならないことは，挽
でまことに喜ばしい限りであります。材全部が薄鋸に不適であるわけではなく薄鋸使用も可能

2°目立技術者養成の現状なものには1G(ケージ）でも薄い鋸を使うよう心掛け
徳島県那賀川地帯の製材ェ場は戦前より薄鋸を使用しるべきであります。これは歩止りよりむしろ鋸目立技術
ていたが戦後，寮た少し厚くなった。昭和29年～35年頃に必要な慎重さ，つまり丁寧な仕事が望ましいのです。
まで薄鋸の全盛時代でありました。薄鋸普及と同時に全このような習慣をつける意味においても薄鋸を手がけて
国的に自立技術者の饗成所が発足しました。初めにできいると加エ面において良い結果が得られます。厚鋸を使
たのが昭和26年頃に静岡県の県立の養成所です。徳島県っていると鋸の板面に少し位凸凹があってもあまり関係
においては，昭和29年に県立林業指導所観林業試験場）なく挽けるので次第に仕事が放慢的になりやすい。この
林産課に製材工場，木工場，木材乾燥場など設置し製材点薄鋸は少しの狂いでも挽材能力にひびくので自然と手

一迫一
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を加えるので技術の向上になって現われます。薄鋸使用

には優れた効果がある反面，大きな欠点もあることを認

識して十分検討する必要があります。主な長所，短所は

表1のとおりです。薄鋸使用上の必要条件として検討す

べき事項は次のとおりであります。

（1）挽材（原木）と製材製品の種類からゑて薄鋸を使

う価値があるか，どうか。薄鋸は，歩止りを主体と

しているため一本の材から連続に製材して最後に厚鋸と

比較して象てどの程度の増産したかによってその価値が

あるものですからよく検討して承る必要があります。

（2）製材機械の本機の回転数は，薄鋸に適しているか

どうか。切削に必要な本機の回転数は一応標準量と

して定められている。速くても遅くても切削能力に影響

する。標準量と，鋸挽速度は表2のとおりであります。

これは一応基準でありますので実際に腫樹種，機械の大

きさ等を検討して各自，最適な量を算出するよう心掛け

て欲しいものです。この時に機械の猿動，鋸車の精度，

特に平衡度などを調べる。普通鋸の速度では振動がなく

ても回転数を増すことによって振動が出る機械があるの

で注意することが必要であります。

（3）製材手の薄鋸使用の経験の有，無薄鋸使用に

は，実際に挽く者，つまり製材手の技量が大いに左右し

ますので経験の有，無を確めることが必要です。もし未

経験なら嘘使用上の指導をする。普通鋸と違って切削力；

軽いので勝手が違います。常識として驍初の切り込象は

軽く静かに入れ切削状況をゑて徐冷に速くすることが大

切です。また，節の部分は速度を少し落すことも要領の

一つです。自動送材車の場合は，ノ､ンドルの調節で速度

の調整を図ります。

（4）薄鋸目立に必要な機械，器具が整備されているか

どうか。一番，重要な部門でありますから少しぜい

たくすぎる位の設備を望象童す。これは目立加工技術が

より精度の高いものにするためであります。特に採光方

法と目立機(JIsの正式呼称は，帯鋸歯型研削盤）は

歯の揃うものでないと精度の良い目立は絶対にでき室せ

ん。腰入れ，アサリ出し，と順調に進んでも最後の仕上

げの研磨（目立）の部門で肝心な歯が揃わないと今まで

の苦心も水泡に帰します。薄鋸25～26Gの最大アサリ幅

は0.9～1.0mmですから歯が揃わないとアサリ幅の不同

はもとよりアサリがなくなる場合も出てきますので特に

注意する必要があります。

4．自立技術今後の課題

現在の目立技術ほ，加工工程においては全世界共通し

ており室す。技術も各大学の先生方が日夜研究されてお

られると思います。至難とされていた腰入れ技術もヒー

ト・テンションの実現で容易になり童した。また硬材挽

用の超硬合金ステライトの熔清など目立技術に一大革命

をもたらせたのも皆様すでにご承知のとおりでありま

す。その後の新しい技術は各関係機関で研究されておら

れると思います。現在行なっているわが国の目立技術は

世界で一番優れていると聞いております。擬源の乏しい

国ですから少しでも原木の節約を考え研究されたのが薄

鋸使用となったのです。原木が豊富であればこれまで薄

鋸も発達しなかったかもしれません。外材が多く輸入さ

れ始めた36年以降は薄鋸の使用も次第に少なくなり，同

時に技術者も転業などで不足になってきました。現在い

る目立技術者が受持つ機械台数も次第に多くなり，した

がって鋸も厚くなってき童した。徳島県那賀川地域の例

を見ますと，薄鋸全盛時代は鋸厚も25～27Gが，現在で

は23～25Gと2Gも厚くなりました。これは技術の低下

ではなくて能率向上のためでやむなく厚くなったもので

あります。技術の水準も全国的に向上しつつありますが

鋸メーカー，機械メーカーまた，県関係の指導機関の職

種的指導と特に京大の杉原博士のヒー1．．テンション，

ステライト溶着法などの目立技術に－番重要な部門のご

指導には心より感謝しております。今後はこの技術を1

日も早く後継者に引き継ぐことが今の目立技術者に課せ

られた課題の1つと思います。今1つの課題は，機械，

電気等の必要な部門の知識も身につけることです。製材

機械も改良され稲密化してきています。すでに，油圧，

エアー，電気(磁)式のいわゆる遠隔操作式のものも出回

わっています。搬送装置などもほとんど人手を要しない

設備など製材エ場が製材工業的に変わりつつあります。

この時にあたり目立技術の鍬では真の技術者といえない

時代もやがてやって来ると思います。そこで目立技術者

諸氏にお願いしたいのは，あらゆる目立技術はもちろ

ん，新型の機械でも一応の取り扱い（故障に備えての知

識)，主要部分の榊造など常識として知ることでありま．

す。

今度，全木連では技術者の認定備峡を林野庁｡各県関

係部。課の協力で計画されているときいております。時

代に適した施策と非常に期待しております。この制度が

できますと，目立技士，製材技士，選別技士等の称号が

与えられ，その身分も保証されると思われますので技術

者としても張り切って研究していただけるものと信じて

おります。従来と変わりない仕駆をしてもエ員（職エ）

と，技士との違いで受ける感じは格段の差があります。

極端な見方をすると，昔の印半天に地下タピで製材所に

職エとして行くというより，背広を蒲てネクタイ締めて

製材工業所へ技士として就職するとではあまりにも違い．

勢
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すぎるので今まで敬遠されてきた製材工場もこれで多少

労力不足を緩和できるのではないでしょうか。
目立技術者は，製材技術総合の技術者であって欲しい

ものです。また，受入れ側とし菫しても真の技術者とし

て取り扱って，ともに

製材業界の発展に寄与

して欲しいと思いま

す。実地においての技

術にば自信があっても

文書でまとめるとなる

と思うように表現でき

ず誠に心苦しく，皆様

のご期待を裏切ったよ

うな粗末なものになり

恐縮しており蚕す。

今後皆様方のご活躍

とご指導を衷心よりお

願いする次第でありま

す。

上部鋸単

オーバーランニングと挽き曲がりの原因

右図において見られるように上・下鋸車が

同じ速度で回転している時に原木が挽口の鞘

当(f)に運ばれ鋸身が挽き進む瞬間には急激に

回転が減少しff)と何の鋸身は，瞬間的にやや

「たる象」を生じる。反対側の例と㈲との緊

張度が増す。この時上部鋸車が重ければ重い

ほど回転惰力が鋸身の減速に応じ得ず上部鋸

身にスリップしつつ鋸速度より速い回転とな

る瞬間がオーバーランニングと称し挽き道の

曲がる原因となる。

○ｿ

I
＝

(=）

下部鋸車
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〔県の木シリーズ〕

ハナノキ

（カエデ科）

Ac""c"α"ﾉﾙ""2
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凌駕ﾘ
愛知県の木として選ばれたハナノキがモミジの類だ§

といっても，多くの一般県民にはすぐには納得できな§
争

いだろう。ハナノキといえばむしろモクレン科の小高き

木であるシキミを頭に画く人が普通かも知れない。す§
P■

なわち，シキミの方が愛知県はもちろん，その他の地：

方でも広くハナノキと呼ばれ，里人に親しまれているミ
ィ

からである。さて，カエデ類のハナノキは非常に珍し；
j

い樹木で，恵那山を中心とした岐阜。長野・愛知にわ；

たる狭い縮囲に自生し，また最近は長野県北部の大町､
免

市にも自生が発見され,湧水をともな・た湿地を好ん；
で生ずる。北米東部に近縁種があり，注目される。§

愛知県で自生と覚しきものば北設楽郡豊根村川宇連；
会

の尹良親王社境内唯1カ所で,里人はこの木をスホウ＃
ノキと呼び，昔，後醍醐天皇の皇子尹良親王が足利氏曾

名

に追われて，この地方に隠れ住拳，狩りの途次ここで鳶
：

弁当を食べ，箸を地に挿して立ち去られたところ，そ§
余

れから枝葉を生じ大樹となったものだといい伝えてい；
ぶ

る。また心材が赤いので蘇方木と呼んだもので,昔，；
今

剛腹不遜の挽物師が尹良親王社境内のスホウノキの木；

心を煎じて子供の衣服を染めたが,たちまち神罰が下；
。：

り，その一家は病気になって死に絶えたという。ハナき
ざ

ノキは雌雄異株で,春，開葉前に紅褐色の小花を群着§

し，種子は5月には成熟するがしいなが多い｡尹良親§
す

王からハナノキの挿木の秘伝を聞くことができれば，：
鳶

県民の手にもっと容易に入るのだろうが。 き
‘琴･帝｡.｡､P｡｡..･･b･P･先｡.｡q,.p九J･..･･宅.･･.､ﾀ｡.b､･･b･･･も燈･･恋｡“｡｡､9･も..｡q･do｡､テコ..･･%.｡cも｡･･･も.pﾛ･･･Pも.－doP0b缶湧
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鳥文・倉田悟（東大)，絵・中野真人
島..'も｡･･%設・..･･も..･･..｡･･b･･･｡..･･･今｡｡－唇･先.｡｡‘..'｡､.･･｡.･･全戸･も今･蝿.･･･.．｡｡･･､姥‘

(日本パルプ）県民の手にもっと容
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東北ブラジル森林開発調査紀行
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ブラジルの木材工業

聯
上村武

〔林試，木材.部長〕

はしがき

林業揖術の編集子からこのような題を]廊伐して，私は

正直のところ，ハタと困った。実はブラジルにはりっぱ

なｵ輔エ業力があるわけで健なく，われわれがよばれて

出かけたのはそのためだろたからである。しかし，考え

て承れば，このような実状を読者諸彦にお伝えするのも

また一つの任務であろうし，幸いに林業的に掘り下げた

問題については，ベテラン2氏が筆をとられるとのこと

なので，私も一応安心しておつきあいの駄鐸を弄させて

いただくこととした。しかし，困ったわけはもう一つあ

る。資料をつめこんだ荷物はまだアフリカのあたりをう

ろついているはずで，資料らしきものは鞄の中の幅爾く．

らいしかないからである。十分なことが書けようはずも

ない。だが，こういう際物は早く吐き出しておくに限

る。日が経つと忘れてしまうし（忘れて勘弁してくれる

なら別だが)，正確な資料が届いてからでは，かえって

書きにくくなる。読者には申訳ないが，今のうちなら肩

もこる言い。という訳で嘘を書くつもりは毛頭ないが不

足の点や若干の不I画雁さがあるままこの文を書くことと

なった。お許しをいただいて駄文を読んでいただくこと

とする。

ブラジルの林業事情

ブラジルはわが国の23倍もの面積のある国だが，その

半分は森林である。世界的にみてもこれはソ連につぐ世

界第2位であって，その蓄積は国連統計によると実に

820･"m3,わが国の40倍以上という膨大さである。もっ

ともこれは利用困難な木も含んだ壁であり，別の統計を

承ると773"m3という数字が出ているから，数字そのも

のはあまりあてにはならない。選挙のたびに人口が水増

しされるというこの国の統計や，測量技術の水準からい

ってこの数字も役人が鉛筆をなめなめ作ったものであろ

うし，これから出てくあ数字も，その程度の軽い気持で

ながめてもらいたい。

さて，この膨大な森林もその大部分は未開発で，実際

に利用されているのはその15%にすぎない。未開発部分

の大部分はいうまでもなくアマゾンの熱帯広葉樹林であ

り，もっとも開発されているのは南の亜熱帯林である。

この部分はパラナマツ(Arancariaangustifolia,マツで

はない）が主体であり，もっとも活発に伐採利用されて

いる。次に重要なのは大西洋の海岸ぞいの海岸降雨林

で，これも熱帯広葉樹が主であり，比較的よく利用され

ている。この他には中央部の草原の中に若干の森林が点

在していて広葉樹を産出するが，その他の中央の部分は

CerradoあるいはCatingaとよばれる草原や瀬木林であ

る。

南部のパラナマツはその蓄秋約3"maと称されるが，

年を2千数百万Xnaもが伐採されていくので，この地帯

ではわが国の木曽ヒノキの如く10～15年でパラナマツは

絶滅する，という議論が繰返され，官民あげて植林に懸

命になっている。パラナマツのぼか，エリオットマツ，

ユーカリ等の造林がさかんに行なわれ，やがてその成果

が得られるであろうことが期待されている。これに反

し，北部とくにアマゾン地区では森林は無価値であるば

かりでなく，場合によっては邪魔物でさえある。開発と

は股業生産を進めるために森林を焼払うことであり，そ

の際運搬を考慮に入れていくらかになる木が残されて利

用される場合もあるだけの話である。だから，道路の両

側や流送に利用し得る河llの両岸からは若干の有用材が

ぬきぎりされているが，林業はおろか，林業的な意味で

の伐採さえまったくなされていないと考えてよい。だか

ら，国立の林業試験場などというものはなく，われわれ

は北伯国立農事試験場（所在地Belen)の一部で植林試

験や木材の識別が行なわれているのを見ることができた

だけであった。サンパウロには国立マツ（パラナマツの

こと）研究所があるというので楽しみにしていたが，行

って承るとすでに解散していた。人によるとより大きい

林業試験場に改組中であるともいうが，どの道無くなっ

ていたのはたしかである。この中にあってFAOのラテ

ンアメリカ計画グループは大きい力をもっており，パラ

ナマツの中心地クリチバには林業大学を持っていて，こ

こがブラジル林業教育のメッカとなっているほか，アマ

ゾン地区には林業などまったくないと惑いたが，この試

－14－

"

ノグ

合



験地(Cura-Una,南緯3.東経54.の地点）ではPinus

ins'11mrisやP.Ondrensisを植え,7年で樹高18m,直

径25cmに達する好成絞をあげているということであっ

たし,Maranhao州の奥のAlto-Turi(南緯3．東経45.7。

付近）ではセドロやアンジロバなどの有用材の苗木がす

くすくと育っていた。この広大なアマゾン地域が，決し

て造林の不適地ではない，ということはわれわれ林業屋

にとっては，とにかく嫡しいことであった。

きる。

パルプについては，全体の生産量は60万t程度でS

P,GPがもっとも多いが，種類別の生産蛍は似たりよ

ったりで紙としての生産量は包装紙がもっとも多い。こ

れは，後にのべる貿易事情が示すように，国内の針葉樹

原料の不足からGPの生産が十分でなく，新聞用紙を大

量に輸入しなければならない実状を示している。木材エ

業製品輸入額の大部分が，紙パルプであることは表2か

ら明らかであるが，そのため政府はパルプの増産を熱望

しているが，針葉樹原料の供給不足が根本原因である以

上この事態はそう簡単には解決しにくいであろう。

木材および木材工業製品の輸出は，産業全体としてそ

う重要なものではないが，その金額は輸入金額よりは約

70％程度多い。輸出額は表3に示す通りであって，輸出

額の半ばはパラナマツ材が占めている。このパラナマツ

材の7割は，パラク’アイとの国境になっているパラナ河

を通って河口のブエノスアイレスに行くものであり，政

府は不足がちなパラナマツ材の国外流出を恐れて輸出制

限をしているので，この数字が今後次第に増加すあこと

、

木材の利用状況

全ブラジルの伐採量は1964年の統計によると1億4400

万Xn3に達する。しかしその9割は燃料として消費され

ており，用材としての利用は1,400万nl3程度にすぎな

い。この伐採壁の中にはさきにのべたパラナマツも当然

入っているが，その利用状況はかなり粗放で，枝下材の

象をとり，樹冠材は林中に放置してくるような状態であ

るので，実際に利用されるパラナマツの用材としての量

は700万rn3にもゑたないとされている。この辺の事情や

その更新計画などについては詳細な調査がされており，

資料も入手したが，あいにく手元にはまだ届いていない

ので，いずれ他山の石としてご紹介するときもあろうか

とおもう。さて，これら用材の利用区分については少し

表lブラジルの林産物生産重比較（1958）

一

§

一

表2ブラジルの刺産物輸表3ブラジルの林産物輸

入(1961）（×1,000t)出(1961)(×1,000t)
鞍

バラナマツ材

広葉樹材

広葉樹丸太

枕木・髄柱

合板

単板

木製品

綴パルプ

ファイバーボード

郷子蝋

レジン・ガム

薬 品

糖油

ピアサバ

コルク・コルク製品

ブラジリアンナシl、

菰 子

マテ茶

木製品

（ルプ

証

新聞舐

害籍用

その他萩

板萩

用途不明

特殊林産物

計

表4ブラジル

12.1

80．4

167.7

148.8

13．6

4．7

0．3

0．3

23.7

283.9

654.9

119

52．7

8．0

1．8

7．0

4．8

a5

2．5

11．2

8．2

1．4

0．8

2．8

0．3

36．6

0．2

60．9

別｜数盤|単位|金轆）菰

素 材

醗材・フローリング・サイデング

枕 木

合単板

家具木工品

’、 ル プ

紙

抽蝋，樹皮

樹実等

百万b､f

〃

〃
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０
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６
３
０
４
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１
１
４
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４
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2，405

1，555
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12,“0

5,743

416,471

352,819
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一二

ブラジルの広葉樹輸

出比率（％）
＝

Cedro

Imbuia

Andiroba

JacarandA

Sucupira
Peroba

Magacaliba

Ipe

Mahogany
Louro

UcI'nha

Ma"randuba

Quarba

その他

計

28．2

23．0

6．3

5．4

4．7

45

42

3．5

3．0

2．3

2．1

19

1．1

9．8

100

古いが，1958年の統計によると表lの如くである。玩在

までに生産状況には大きい変化はないので，この状況は

現在でも通用すぁものと思われるが，金額的には紙がも

っとも大きい比重を占めていて，伽型的利用としては素

材がもっとも大きいことがわか為。なお，前記国連統計

によると，製材品の生産通は1964年には553万Xn3とな

っており,1961年の統計によると，この年の製材品生産

量453万nl3のうち,360万In3がパラナマツであり，残り

が広葉鐡であることからもブラジルの木材工業における

パラナマツの比率がいかに重要であるかがわかるし，同

じ年の単板生産壁400万ft3のうち,308万ft3がパラナ

マツであることからもこの辺の事情はうかがうことがで

乱
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した形で所左に見られる。いわゆる山元工場であるが，

近くの立木を伐採しては製材し，膨大な製品ストックを

勵爾して，買手がついたときに運び出すわけで，多種多

様な材をひきこなしてゆく前者とは対照的である。

北部では，一応木材の染散地的性格のあるBelemなど

では，1日40m3位をひく工場がいくつもあり，大規摸

とまではいかないが，一応加工工程までを含めた生産を

している。このような工場では滞鋸を円鋸に併用してい

た。小規模のエ場は円鋸だけで操業しており，材が入荷

したときだけひくようなものが多い。製材技術はきわめ

て幼稚であり，原動力としては蒸気機関あるいは重油に

よっている場合が非常に多かった。

○紙パルプ工業

小規模なものが多いことは製材エ業と同様で，300社

もあるが，圧倒的に勢力のあるのはパラナ州にある

Klabin社系であって，合計日産700tの生産趣があり，

さらにサンタカタリナ州に200t/日のK.P.エ場を建設

中であるとのことであった。原料とじてはその約20％が

ユーカリであり，80影がパラナマツにたよっている。第

2位はサンパウロにあるChampionCelulose社であっ

て,200t/日の工場をもっているが，このように紙パル

プ工場は，紙パルプの消饗市場とともに南部地区に偏在

している。北部においては日産数～数十t程度の工場が

点在しているだけで，その生産量総額もせいぜい年産数

万tにしか達しない。原料は木材賓源の少ない東北部で

はバガス，故紙などを使用しており，アマゾン森林を持

つ西北部では低質材を利用している。

○合単板工業

ブラジルの合板生産量は500万ftβ程度で問題になら

ないく・らい少量である。ことに北部には合板工場は皆無

(建設中のものはあったが)に近く，南部から送られてく

るので，価絡は南部の3倍もしている。したがって滞要

の方も家具および高級建築物の壁面等に用いられている

だけである。南部の合板工場は4親模から大規模まで各

種類あるが，日本のように量産化合理化されているもの

はなく，能率も技術も高いとはいえない。接着は小麦粉

増量度の大きいユリア樹脂が多く，中にはフェノール系

のものもみられる。表面材は別としてこれらの合板に使

われている材はすべてパラナマツである。総生産量の中

ではパラナマツが表面材になっている普通合板よりも，

むしろ表面に各種の広葉樹単板をはった化粧合板のぼう

が市場には多く出まわっているようにおもわれたが，パ

ラナマツがなかったら，おそらく南部の合板工業は育た

なかったであろうほど，パラナマツに対する依存艇は商

い。合板工場は都市にあるものが多いが，その大部分

はあるまいとおもわれる。その他のものはむしろ特産物

が多く，その過半は米国に輸出されている。広葉樹の輸

出額は総林産物の3.5影にすぎず，微をたるものである

が，将来膨大な広葉樹林が開発される可能性を考える

と，現在輸出されている樹種櫛成が次のようなもので

あることを知っておくのも無用なことではない。表中

CedZo,Andiroba,MahOgany,Ucunbaなど比較的軽

軟で加エ性がよく，一般材としてよく用いられるものに

対し,Jacaranda,Sucupira,Perobaなどはどちらかと

いうと重硬であるが木理が美しく，化粧単板などに用い

られる樹種である。

木材工業の現状

一般文化がそうであるように，フ・ラジルでは南部諸地

域が木材エ業においても進歩しており，北部諸地域は相

当に原始的であると考えてよい。その南部においても，

進歩したわが国の木材エ業に比較すればかなりの遅れが

承られるようである。

○製材工場

一般にきわめて小企模である。南部4州だけで製材エ

場の数は7,600にも達するが，その4割は自家あるいは

地域消費のための工場で，鋸があるからまあ製材工場で

あろうといえる程度のものであるし，販売用の製材品を

ひくエ場でも小規模で技術も低いものが多い。一方きわ

めて大規模なエ場もあり，私がサンパウロでたずねたブ

ラジル最大と称する$GSerrariaAmericana''の如きは工

場従業員400人，事務員100人という大工場で,25,000

Xn2の敷地に直接貨車がひき込んであり,40m3積み150

台分の製品ストックと，当座用として200台分の原木

を，離れたところにある広大な貯木場とは別に敷地内に

おいてあるということであった。この工場は1日150～

180m3の原木を挽いており，一般建築用材のほかフロー

リング，トラックのフレーム，パレット，電柱の腕木か

ら間仕切パネルにいたるまで生産していた。縦鋸3台を

主機として，ベニヤ鋸，帯鋸，プレーナー，3方鉋等念

の多くの機械を使用していたが，目立その他の技術もす

ぐれているとは思えず，わが国ではふつうの型に属する

帯鋸機を，本エ場最新鋭機と自慢しているあたり，日本

のように採算限界点がどうの歩止りがどうのと目の色を

変えなくてもよいお国柄がうかがわれ，むしろうらやま

し.いようにさえ感じた。ブラジルでの製材様式は，円鋸

一縦鋸一帯鋸と進歩していく過程を辿っているようであ

る。

このような都市工場に対して，パラナマツ地帯の林中

には，パラナマツの板だけをひく単一製材エ場が，孤立
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は，奥地にある単板工場で生産された単板を購入して製

造しており，これは原木を外地に依存するわが国の合板

エ業とは大いに異なるところである。

○その他の工業

繊維板工場はサンパウdに2エ場あり，約70,000tの

生産量があるといわれている。東北ブラジルのレシフェ

にもハードポードのエ場があるとの話をきき，種をしら

べたが，承つからなかった。おそらく話だけなのであろ

う。サンパウロの亟場はユーカリを原料としてハードポ

ードからインシュレーションボードまでつくっており，

それぞれEucatex,Duratexとよばれているが，表面処

理品も数をあり，輸出もしているとのことであった。削

片板も小工場があり若干の生産をあげているとのことだ

が，市場にはついにその姿を象ることができなかった。

間接にきいた話では，粗悪なものが試作されている程度

とのことである。木材保存工業は，鰹柱はほとんどすべ

てがコンクリート電柱であり，枕木，杭等には菌害虫害

に強い特殊な硬材を使っているのであまり見られず，腕

木などは製材エ場自身で簡単な処理を行なっていた。

家具工業も小規模で手加工的なものが多く，その加工

度に.くらべて価格はかなり高い。たとえば乾燥室などは

なく，半製品が雨ざらしになっている例さえ象うけられ

た。だから狂いを防ぐ意味か，家具そのものの柵造はか

なり頑丈にできている。

おわりに

以上，ブラジルの木材工業の概況について申しのべた

が，はじめに記したように，ブラジルの木材エ業は決し

て高い水準にはない。全体の民度が上れば当然木材工業

もより発展していくことにはなるであろうが，なんらか

のきっかけで外国の技術や資本が導入されていかない限

り，そう急激な発達はのぞゑにくいであろう。もともと

ブラジルは非常に発達したものと，非常に遅れたものと

の共存が承られるお国柄である。ブラジルでの木材需用

は，木造建築などの大量需要が少ないことを最大の理由

として，日本とはかなり異なっているので，木材利用技

術も，このような遅れた段階で間にあっているものと考

えられるが，いつ，発達した方の段階に飛躍するかは，

予断を許さない，ともいえよう。とにかく林業的にも林

産的にも，きわめて大きい可能性をもっている国である

ことはまちがいないし，近い将来に木材不足に悩む日本

とのつながりも，より直接的な形で表面化してきそうに

思われてならない。
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中村英碩

〔林試，機械化部〕

現地の状況

地球の裏側の国，アマゾンの原生林とコーヒー，都市

としてはブラジリア，リオデジャネイロ程度の知識しか

持っていなかった私が，突然Maranhao(マラニヨン）

州の森林開発派遣専門家として2カ月の渡伯を命ぜられ

たのだからすっかり面食ってしまった。しかも正式発令

は出発2日前というのだから恐れ入る。ともあれ私ども

は3月12日羽田を発って,RiodeJaneiro(リオデジャネ

イロ),Recife(レシーフェ）経由,Maranhao州都Sao

Luis(サンルイズ）に着いた。

SaoLuisはSiOLIIis湾内にある半島状の大きな島に

－
１
‐
ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｊ
１
１

毒: 毒

タグ…

－17－



た海岸は遠浅で，その上6mに及ぶ熱帯の干満の差にも

さまたげられ，天然の良港は一つもなく,SaoLuiSすら

外航船ははるか沖に碇泊せざるを得ない。現在本格的な

築港エ事と臨海工業都市の建設が始まってはいるが，の

んびりしたブラジルのことだから果たして何十年後に完

成するのかわかったものではない。S5oLuisのエ業用水

は将来の大問題になると思われるが，当事者達はそれに

ついて検討もしていなかった。

SaoLuiSから東南に入るItapicuru河だけは例外的に

おとなしい河で，蛇行ははなはだしくなく，湿地も抱え

ていないので，昔から内陸開発の路線として利用された

らしく，これに沿っていくつもの都市が発達し，さらに

これと平行して，きわめて貧弱ではあるが，国道21号線

と，州内ただ一本の鉄道（日本の林鉄より程度が悪い）

も走っている。エ業用水源もこの河に頼らざるを得ない

のではなかろうか？

東隣のPiaui州からMargnh5o州を横切り，西隣Para

州の首都Belem(ベレン）を結ぷ国道22号はCachuch"

で21号を分岐し，湿地帯の南部沿いにBacabalを通り，

Pimdarも河を渡り,Zedocaを経て，緑の太洋のような原

生林の中を糸を曳いたようにBelemに向かって走ってい

る。ただし，この国道のPindar,らから先は10～20m幅

(Zedoca等の部落内では50m幅）の泥道あるいは単な

る伐開線にすぎず，橋が無いばかりでなく，雨季にはひ

どい麹かるゑになってジープすら通れない惨状であっ

た。特にAltoturiから西は車の通った跡も見えないほど

のやぶに戻ってしまっている。

SaoLuiSからPindar邑河をさかのぼってPindar6

Milim(ピンダレーミリン）までの約300kmの間は，

100t程度以下の機船の運航が可能であるが，はなはだ

しい蛇行と年を変化する浅瀬のために片道3～4日を必

要とする。TuriaQu（トリアスー）河は雨季には水深10

mぼどになって40t級の船がAItoturiまで来ることもあ

るが，乾季にはそのあたりではジープで徒渉できる程度

になってしまう。州境のGurupi河ば大河であるが岩礁

が多く，船の運航には適さない。ただし空偵の結果は蛇

行は地図から想像したほどはひどくなく，湿地も少ない

ので，藩差は少ないが発電や産業用水源として利用する

可能性はありそうに思われた。

以上のような銅寛なので雨季の人員輸送手段としても

っぱら航空機に順らざるを得ず,G.I.P.M.はセスナ175

型の単発高蝿職飛行機を2機持っているし,SaoLuis

空港にも数台のセスナ170級のや単発機がエアタキシー

として広範囲に活躍していた。この種軽飛行機ばテコテ

コとあだ名されているが，テコテコの発着できる飛行場

長い植民地の歴史を持った小さい都市で，古い多くの教

会と，模様タイルを外装に張りつめたり，白やクリーム

色に壁を塗って，黄色い屋根瓦をのせた家屋，石だた象

の道路が印象的な熱帯の小都会である。

ここにはSUDENE(東北地方開発庁。本庁所在は

PernambuCo州都Recife)の各部局から選抜された青年

職員数十人によって編成したマラニヨングループ(G､1．

P.M.)の本部があり，海に面した官庁街の一角に庁舎

を持って，奥地の原生林に侵入しつつある粗放無秩序な

焼畑開墾貧農の集団を協同体に組織し，経営や生活の改

善と技術指導によって安定化すぺく，精力的な活動を続

けている。このグループは他の低能率な一般ブラジル公

務員に比べると，見ちがえるほど「やる気」を持ってお

り，かれらに対する協力は快い思い出となった。

われわれは当初出発に当たって昭和40年末に派遺され

た第一次調査団にフォローアップして，現地にパルプエ

場を中心とする木材工業コンビナートを建設するための

基礎調査をさせられるものとばかり思って行ったのであ

るが,SUDENE当局はわれわれをG.I.P.M.へ送り込

んだので,G.I.P.M.の股民コオペラチブ事業の中での

林業技術指導の要請にこたえることと，木材工業関係調

査との両面作戦を逐行せざるを得なくなってしまった。

Mawmh5o州はブラジル東北部にあり太西洋に面し，

面積約30万km2,日本よりやや小さい程度の広大な面積

を持ち，南緯1～10.で太陽は頭の真上に来る。州界お

よび州内には信濃川級以上の大河が数本，大きく蛇行し

ながら流れており，地勢はきわめて平坦で，調査対象森

林地帯は海岸から300kmほど入った所でさえ標高300m

程度の低くて狭い山脈が見られるにすぎない。この地域

は戸数，人口，森林盗源関係等について基礎的費源がき

わめて貧弱で，対象地域の地形図や航空写真もやっと撮

影が始められたばかりで，今次調査においては擬料とし

て使うことができなかったので，私はもっぱら航空偵察

と一部の地上踏査によって地況林況の把握を試ゑざるを

得なかった。その上，調査用機械器具類，参考撹料から

写真フィルムまでが入った別送の梱包器材が通関に手間

取り，入手できたのは現地引揚げの10日ほど前という始

末で，調査は臆とんど無手勝流でやってのけざるを得な

くなってしまった。（ただしこれでもまだ速い方で，普

通なら通関に2～3カ月もかかり，おまけに器材のいく

つかは蒸発する可能性もあるとのことである｡）

州内河川は蛇行がはなはだしく，東部のものを除き，

森林地帯と海岸線との間に関東地方に匹敵する臆どの広

大な低湿地帯を抱え，1月から5月に至る雨季には一面

に水没して，平野部の陸上交通は寸断されてしまう。ま
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は人家の集まっている人里にはいたる所に作られてお

り，私もZedOca地区ではぬかる象でジープがほとんど

走れないので10km程度の短距離の移動にすらこのテコ

テコの便を利用することになった。

ブラジルは人種差別をしない国なので，原住民のイン

ディオ(モンゴリアン系)からヨーロッパ各国，中近東，

アフリカ，アジア人とほとんどあらゆる人種が住みつ

き，さらに混血し合っているが，南部諸州に白い人が多

いのに比べると東北地区にはインディオや黒人の血の混

った人が多いようである。Zedoca地区のジャングルに

"PindareGurupiと呼ばれる凶暴なインディオの部族

が居るとのことであったが，実際はそれほどでもなく，

一般ブラジル人と物為交換などで接触を保っていた。空

偵中に原生林の中に2軒のインディオの家が象とめられ

た。

猛獣，大蛇，毒虫の類も情報通から教えられたほどで

はなく，野獣ではモルモッ1，を大きくしたような美味な

やつを少し見かけただけ。蛇は中位なのを1匹。手のひ

らほどの大きさの毒ぐもが1匹という程度であった。た

だし，林内に群棲しているPillnと呼ぶブヨは凄く，特

に朝の洗面の際などは衣類から裸出した部分はアシとい

うまにいたる所やられてしまう。熱帯ではあるが林内で

は長袖長ズボンの作業衣が必要である。蟻にもかなり凄

いのがいて，うっかり巣の上に腰をおろしたりするとひ

どい目に合う。白蟻嫁非常に多い。林内で見回わすと高

い枝の上や幹に巨大な巣をいくつも発見することができ

た。トカゲは30cmほどの美しいのを時点見かけたが，

有名な大蛇，ワニ，インコ，猛魚ピラニアなどは動物園

以外では遂にお目にかかれなった。ただしピラニアはこ

のあたりにもいる由で，その名のついた丘陵もある。人

家の集まった都市や部落にはurubuと呼ばれるちょっ

とﾉ､ゲタカのような姿と頭をした気味の悪い真黒な烏が

多く集まっていて人間の食べかすや動物の死体のあと始

末をやっている。それは無給の消掃作業員として保護鳥

になっている。

私どもは飲食物や風土病についても日本や南伯の情報

通の人達からかなりおどされていたので，むしろ悲憶な

決心と周到な装備をして，現地へ乗り込んだのであった

が，別送機械が間に合わなかったことから期せずして現

地人と同じ生活を2カ月間経験する結果になった。生水

は危険だからミネラルウォーターを買って飲めといわれ

たが，素焼の壷で瀧過したフィルタードウォーターしか

無い奥地ではブラジル人と一緒にそれを飲んで暮した

し，都市のホテルでも結櫛それで間に合わせた。食事は

豆を塩味のぜんざいのように煮たフュイジョンと，黄色
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いタピオカの粉を米や肉などと混ぜ合わせて食べる現地

料理が，スタミナもつくし，都会の下手なフランス風や

日本風の食事よりもずっと私のロに合った。

国語はポル1､ガル語であるが，役人やインテリの中に

は英語の話せる人がかなりいる。一般大衆の中ではまっ

たく役に立たず,SaoLulsで最高といわれるホテルセン

トラルですら英語がまったく通用しなかった。どうせわ

からないのだから，なまじ英語でやるよりも堂々と日本

語と手まねでやる方が効果的である。幸いに私の仕事の

相手はG.I.P.M.のDr.Hildebrandoと呼ぶ若い林業課

長で，特に奥地では起居も共にして行動することができ

たので実際には言葉の不便ほそれほど致命的ではなかっ

た。（同氏はその後，半力年の予定で来日し，私どもの

林業試験場に留学して森林調査と資源開発技術を研修中

である｡）

一

1

森林資源と林業

ブラジルは大きな潜在森林擬源を持ちながら，林業経

営や近代的森林利用技術の面では非常におくれている。

南部では天然の良材アラウカリア（パラナマツ）をほと

んど伐り尽して，やっと再造林の騒ぎが出てきた程度で

あるし，北部の熱帯広葉樹林はまだ原始的採取林業段階
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チェンソーはまったく普及していないMaranhao州で

見かけたものはJO-BUと呼ぶノールウエイ製の鯛戒

で，チェンがモノレールのようにブレード（バー）を跨

いで走るきわめて旧型の重いものであった。かれらはそ

れを少し使っては見たらしいが，調子がよくないのでそ

のまま整備らしい整備もせずに倉庫に放り込んでしまっ

たらしい。JO-BUはBeIemやCUritibaなど他州の都

市にも取扱い店を持っており，店頭に新型機を撒いてあ

るのを見かけたが，需要はほとんど無く撫桁的サービス

体勢も行き届かないようだった。クリントンの国産化の

話も聞いたが，舜児では非常に困難だと思われる。その

ほかにほCI'ritibaの大学にマッカラーのBP-1型が1台

あったのと，サンパウロの原木問屋の片すゑに昔のクロ

スカット型チ異ンのついた重い機械を発見しただけで，

ブラジルのチェンソー市場はほとんど完全に処女地とい

うことができる。

私は20inのブレードをつけた日本の小型チェンソーを

持って行ったので，最後に奥地に入った時に，伐りにく

いためにブラジル人が伐り残してあった樹を2本倒して

ゑた。その一つはEstopeiroという樹で，高さ約25m,

胸高径1m,枝下高13mで通直，根張りは厚さ12～20

Crnl幅40～60cmのものが4枚，ロケットの尾翼のよう

に出ていて，斧では倒しにくいために伐り残されたもの

だったが，日本のナラ程度の硬さで，15分ほ.どで倒すこ

とができた。次はSacupembinhaで，きわめて硬く重い

縦鯉である。樹高18m,枝下高10m,胸商径60cm,ハ

ットレスは厚さ15cm,幅20cm前後のものが3枚出て

いただけだが，かなり手ごわく，17分あまりかかって倒

し終えた時にはカッターの切れ味がすっかり落ちてしま

っていた。このような硬質材のためには特別な材質のチ

ェンが必要であろう。ともあれ片手で振りまわせる位の

軽い穏鍼で52歳のホワイトカラーが難物をあっさり倒し

て見せたので，作業員達がびっくりしていたのは愉快だ

った。

機械化作業導入の可能性を推定する一つの手がかりは

自動車その他の機械類の普及状況と整備体制である。自

動車はほとんどすべてが国産車であるが，銘柄は外国も

ののスケッチで，各都市にはブラジル製のベンツ，フォ

ルクスワーゲン,D.K.W､，ウィルス，ウィリスジーフ．

などがあふれ，相当な混雑を見せている。日本系のもの

はトヨタのランドクルーザが細左と作られているだけ

で，それも街ではまれに出合うにすぎない。（アメリカ

やメキシコでブルーバードやコロナをかなり見かけたの

に対比して，非常にさびしく残念であった｡）

Maranhao州の電源はPiaui州界のRioParnaiba上

で，唯一の搬出路であるアマゾン等の河川沿いの部分

で，採算に乗る銘木樹種だけが切り尽くされたというと

ころである。大体この地方では道路が入るとすぐに焼畑

農民が殺到して沿線の森林を荒らしてしまうので，この

ままでばうっかり開発林道をつけられない。

Zedoca地域から奥はアマゾン流域地方に続く一面の

熱帯原生林の大樹海になる。1haに数十種から百数十

種の広葉樹が混生しているという林内に入ると，地上は

意外に見通しが効き，林内の歩行は想像していたよりも

はるかに容易である。日本の天然林の中を歩くのと大し

て変わらない。土質は細かい石英砂の所と，煉瓦色の赤

土の所粘土質の所などがある。高温多湿のために落枝

落葉は急速に分解してしまうので地表の堆積はきわめて

少なく，土中にも腐植層はほとんど承とめられない臆ど

である。幹形はこれも予想に反して通直なものが多く，

巨大なバットレス（根張り）を持ったものも多いが枝下

高が10数mから20m以上といった美事なものが並んでい

る。上空から見ると平らな緑のカーペットのようだった

森林も地上で見ると樹高40m以上の巨木から若木童で各

様の大きさのものが入りまじって生えている。再び飛び

上がって機上から注意して見ると，当初一様に見えた樹

海も，樹種によって樹高，樹形，樹冠の色調等にそれぞ

れ顕著な差があることに気がついた。小型カメラによる

カラー立体写真程度でも，地上調査と併用すれば，かな

り信頼度の高い簡易資源調査ができそうなので，幾組か

の立体写真を撮影しておいた。

Zedocaを中心とする偵察飛行によると,ha当り250

~400ma程度と見られる優良な原生林はTuri,Cocalino

付近を先端として奥地に広くひろがっている。ただし林

内に水流や湿地のある部分は樹種構成が変わり，やや低

く細い樹が密生して蓄積は劣るようである。またSerra
doPiraCambuの稜線付近も地味がやせているらしく林

相，蓄積ともに良くなかった。

優良林帯のﾀ鱈には蓄積150maA,a前後と見られるや

や粗悪な*鰐が象とめられる。これは河に沿った部分に

もみとめられるので，優良材（銘木級のもの）の抜き伐

りが入った結果とも思われるが，あるいは立地条件の劣

化により生育が悪いためであるのかもしれない。

現地労務者は割合によく働くようである。斧を肩に幅

の広い青竜刀のようななたを擁えた姿が南北ブラジルを

通じての伐木作業員風俗である。かれらは伐倒から玉切

り，杣角作りまで，すべて斧でやってのけている。都市

の原木問屋や製材工場にも，杣角の形で持ち込まれる木

材がかなりあるが，切口は意外に平滑で鋸断したものと

見まがうほどである。
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夕

流BoaESperangaに水力発電所を建設中であり，将来

iXMaranhao州全体に送電される予定であるがi現在は

各市町村がそれぞれの発電施設を持つか自家発電に頼っ

ている。小さい自家発電機にはブラジル産のヤンマーヂ

ーゼルがかなり使われていた。

職買販売等の施設を持ち,SUDENEG.I・P.Mの指導と

援助のもとに次第に共同体勢を固めようと努めている。

ただしこの地方は一見平坦に見えながら実は小起伏と

複雑な小川が入りまじっているために，定規とコンパス

で書いたような土地配分や道路計画では，雨季には農道

や耕地が寸断されたり水混する結果となって，かれらが

当初考えていたような理想環境にはほど遠い状態になっ

ていた。それでG､I.P.Mの役人達は放射形コロニーを方

形区画コロニーに切り替え，不適股地を割り当てられた

人には他の区画に所宥地を変更することを認めるなど改

善を図っているが，やはりそこはブラジルの役人で，い

わゆる｢カッコのいい｣計画にこだわって，実際の地形に

合わせた，不整形であっても真に実用的な土地配分や，

水浸しにならないよう高所をたどった曲りくねった農道

路線の選定にまでは踏象切れずにいたようである。私は

十分な現地踏査1蝿，あるいは少なくとも紋空写真を十

二分に活用して，自然環境に合わせるためにもう一度コ

ロニー設定計画を練り直すように強く勧告しておいた。

特に焼畑によるshiftcultivationの侵入跡地になると急

に多くなって,babagu椰子の純林があちこちに出現す

る。babaCu地帯は水没湿地帯室でのかなり広範囲にび

ろがっている。babaCuはレモン大のその実を割って取

り出した種子からエ業用の油を取ることができるが，殻

が非常に硬くあまり有利な樹種ではない。

現地を引掲げあ際に，私は調査の結論として全天候道

路の確保と航空写真の最大限の活用を強く勧告するとと

もに,Zedoca地区のコオペラチプにおける森林利用計

画。RioPindarも上流にパイロットフォレストとして天

然更新20～25年の循潔団地5,000haを作る提案と，そ

れに対する開発利用施設試案。将来計画としてRioGu-

rupi沿いの西部Maranh3o総合開発方針試案の三つを

G､|I.PMに提示して帰ったが，いずれもそれを成功させ

るためには大小さまざまの問題点と障害の解決排除ｶﾐ前

提条件となり，前途非常に多難であると思われる。ブラ

ジル青年林業技術者達の衝闘に期待したい。

開発計画

G.I.P.M・の前進基地ZedocaへはSaoLuisからテコ

テコで南西に1時間余，約200kmの飛行である。途中

の大部分は水没した農地や林地の上を飛ぶ。目立つ樹種

といえばbabagu(ババス）椰子ばかり。村落はほとんど

なく，たまにポツポツと小さな民家が見当たる程度。水

浸しの草地の小高い所に牛や羊が集まって，牧童が舟で

家畜を追っているのも見える。1時間近く飛んで湿地が

少なくなり，焼畑跡地にbabaguが繁った荒れ地や，伐

り残された原生林の残骸が現われ出すと，意外に大きく

りっぱなZedocaの部落が見えて来る。例の国道22号も

部落内では幅員50mほど（ただし，泥水溜りや草っ原で

豚や山羊が遊んでいる｡)になり，さらにこれと直交する

幾本かの街路沿いにも数百の民家が軒をならべてい蒲。

部落北部にはG.1.P.Mの施設があり，小さいながら農民

のための近代的な病院や，農業，林業，生活改善，医療

その他の各課，宿舎食堂など白壁の建物が集まってい

る。また，それに続いて広大な試験地があり陸稲，トウ

モロコシ，豆，果樹等が整然と植栽されている。ここは

雨季には飛行機と馬しか交通手段がなくなって孤立状態

になるのだが，この奥地に数十人の職員とこれだけの施

設を投入して農民の安定を図ろうとしているSUDENE

の並"々ならぬ決意がうかがえよう。

またG.1.P.Mは国道22号線沿いにいくつかの施設を作

りつつある。約10km北へ行ったCocalinoは将来機械

類のモータープールになる予定で',50tほどの燃料貯蔵

タンク。大型の蒸気機関を原動力とする製材木工場。大

きな倉庫などがほぼ完成しかけていた。国道をさらに北

v､30kmほど行ってTuriaCu河を渡った所には小さいな

がら小ざっばりした林業試験所があって，若い林学士を

中心とした数人によって土壌調査，内外樹種の献木育成

試験，造林試験などを開始している。ただ森林擬源調査

だけは，この広大な原生林に対し，ただ1カ所にライン

トランセクト法の調査を行なっただけに止まっていた。

腱民の安定定着のためにはイスラエル方式の形だけを

真似て，原生林内に幾何学的に2,500Mの円型コロニー

を20カ所に設麓し，各コロニーを放射状に50戸の股民に

劉り当て，1戸50haを開墾利用させようとしている。

また農民コオペラチブはSaDLuisに本部を,Zedocaに
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地球の裏側に

みられる人間像
＆4

太田研太郎

〔林試，経営部〕

思いがけないことから上村さんと中村さんのお伴をし

て異国へ旅することができることとなった。

「へえ，それは大変だ，ご苦労様」という人もあり，

「まあ，ステキ，わたしも行きたいわ」と言ってくれる

人もあったが，後者は若い人に多く，その声につられて

何となく気がはずむようになってきた。

だが重ず，なにしろ経済をやる者は永遠の素人である

と自慢していたところへ林業経済の専門家として派遣さ

れるのであるから経済専門家とは何ぞやということを自

問自答することからはじめなければならなかった。

しかし何よりも大変なことはブラジルに行って何を見

ることができるかというなや承であった。物事を判断す

る以前に存在そのものを理解する知識を持たないという

ことが一番僕自身をあわてさせた。ポルトガル語入門は

もちろんのことブラジル有用植物誌，ブラジル動物記，

森林家必鵜理科年表･…･ばては内科診療の実際，世界

の宝石，飛行機の案内書，旅行記に至るまでいろいろと

集めてはゑた。

シンドイことではあったけれども地球の裏側に行くと

いう魅力，景観を異にする国へ行くという魅力が私自身

をつき上げて来ることはいなめなかった。「えい，なん

とかなるわい」という調査マンとしてのクソ度胸もこの

年になればついてくるものであろうか。

空の旅とは

ブラジルの旅は空の旅であった。汽車には一回も乗ら

なかったし，陸路を楽しむというような余裕は持ち合わ

せなかった。1泊2日，2泊3日などの組合わせ，長い

ところでも1週間，修学旅行の2カ月連続版というとこ

ろであった。結局，点と点を飛びまわっていたことにな

るから，飛行機からの見聞，とくに，飛び上がる時と着

陸寸前の地上偵察がその自然と社会を探る一番大切なモ

メントであった。全部で88回の離着陸，10の飛行綾会社

とブラジル政府の俗称「テコテコ」単発4人乗りにご厄

介になった。機種も20種ぐらいにのせてもらったことに

なろうか。

外国旅行の中で日付変更線を越えるということと，溶

いた土地の気候条件というものが生身の旅行者に与える

影響というものは大変なものだということを何よりも強

くわからせてもらった。各地の気候は旅行案内に書いて

あるけれども，そればおおむね平均的な変化であって日

変化の最高と最低が人間のからだには一番こたえるもの

だということを知ったし，旅行案内の盲点であるとも考

えさせられた。それよりも地球の裏側に行くということ

が生理的には今までの昼を夜として暮すかわりめの生理

的苦痛にあるのだということであった。

出発の準備というものは何といっても大変なものであ

る。試験前の一夜づけみたいなことを1週間く，らいやっ

た後で羽田を発つのが夜の9時半，ハワイに着くのが朝

の4時45分，いやでもここで下ろされて真夏のギラギラ

という直射光にさらされる。前の日の朝9時45分であ

る。入国審査官の前でオズオズとパスポートを出す。こ

れで眼はパッチリとあいてしまう。日本時間の午前11時

20分ロスアンジェルスに着いてしまう。ところがこれが

アメリカの午後6時20分である。

ばじめてのホテル，はじめての異国の興奮にお上りさ

んのアカゲットを一通りすませて翌日1日を見物に費し

夕刻7時ブラジル航空「ヴァリグ」の人となる。真夜中

にメキシコシティーにつき，パナマで夜明けを迎える。

ここから南米大陸がはじまる。

いよいよ南米大陸

南米大陸というものを思い浮かべていただきたい。燕

い太洋の中に赤道から南極にわたってポッカリとカレイ

のような形で浮かんでいるあの地図をである。太平洋の

側にアンデス山脈の高い山々がかたより，それから大西

洋岸に向かってダラダラと平垣な土地が広がっている。

その北部にアマゾンが流れ，その南にサンフランシスコ

河があり，あとの大きな河はアルゼンチンに向かって流

れている。私どもの調査地はアマゾン河口の東側，アマ

ゾン森林地域のつき出している部分を含むマラニヨン州

であるが，私どもの見聞はまずコロンビアの山と河，南

米大陸の乳首の部分を見つめることからはじあられた。

ボゴタに着く頃から牧場や民家が手にとるように見えは

じめた。8時ボゴタから出ると6,000m台の火山が次な

に見え，その一つが噴火するなどのことがあってエクア

ドルに入り，赤道をこえる。感情的には赤道をこえるこ

との方が日付変更線よりも感銘は深い。しかし，肉体的

には時差の方がこたえるということであろう。
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11時リマに着く。海岸砂漠地帯の中に山から押し出さ

れたデルタ地帯の様相である。スペイン系のチャーミン

グな売り子からインカ模様の象やげものなど買ってリオ

に向かう。ところが機は反対側太平洋上に出て旋回をは

じめた。なるほど高い山なんだなァと思う。途中雲があ

ってたしかなことはわからないが，アンデスの山奔に見

られる森林は高いところまでインディオらが入ってお

り，二次林のように見受けられるところが多かった。四

国ぐらいもあるかと思われる湖を通ったあとリオの付近

はもう夕方であった。2月，リオ付近は大出水で惨禍に

見舞われたと新聞に見えていたが，出水のあとはハッキ

リと機上から眺められた。機は美しいリオの山だと特徴

的な都市を浮かび上がらせ，そして到着した。空港は停

電でマックラであった。熱さと疲れが一度に出てきたの

も止むを得ない次第であった。サンパウロ，レシフェを

経て1週間後マラニヨン州の中心サンルイズに着くま

で，その気持ちは頭に鉄カプトで引率され，外地につれ

られて行く応召兵にもたとえられようか。

行って，見て考えたこと

マラニヨンの内陸部を空から見て，僕は大変なショッ

クを受けた。開発道路に蛸集する難民農家の点在，機上

から識別できない耕作地，これが掠奪農業の実態なの

か！南部四州を除いてブラジル全土がこの状態のもとに

おかれている1土地が費産とならず，家畜だけが地主の

資産になるという。そして，ブラジル政府はこれからも

なお，このような幾業開拓を続けて行く。

それに比べて，ブラジルの街づくりの何と美しいこと

であろう。スラムを除けばほとんどが白壁のレンガ造り

壁はタイル張り，床はモザイクの美しい家に住んでい

る。教会を中心にして広場があり，海岸に面して大建築

が建ちならんでいる。イースターや日確日には街中が着

かざって教会に行く。形の上でも精神面でも街づくりが

活きている。サンパウロの住民はパウリスタと呼ばれ，

リオっ子はコカリーナと呼ばれる。マラニヨンの中心サ

ンルイズの住民はマラニヨンセであるといい，マラニヨ

ンセの歌を唄ってくれた。半世紀前にはここが文学の中

心地であったと誇らしげにいう。

ブラジリアもこのような土地利用の文化的な指向をふ

んまえて見るとよくわかる。それは東京オリンピックと

は比較にならない金のかかった遊びなのである。

ブラジルの土地利用がかれらの南欧に対する限りない

望郷の念に発していることを知って，かれらの土地経営

の貧しさがイベリア半島から地中海沿岸のイメージにも

とづいていることもよくわかった。こんなところに森林

による開発を説くこと自身がナンセンスなのではない

か。

林学の先生に会うと，森林をどう利用するかという話

しかなく,FAOあたりや，アメリカ林学の受けうりを

しているようであった。土地をいかに経営すべきかを考

えず植林業に浮き身をやつす，どこかの国の林業技術者

にもはなはだ似ていることを発見した。その人達はブラ

ジルに行くべきだなどと考えたりもしたのであった。

ブラジルのロマンを聞く

ブラジルの土地カンをつかむために，せめて代表的な

都市のおおよそのありかを知っていただきたい。ブラジ

ルの海岸線は大西洋に向かって右肩をつきだして形をし

ていることは誰でも知っている。その首すじのあたりに

アマゾン河口があり人口60万の都市ベレンがあり，鎖骨

にあたるアマゾンの中央に前世紀から今世紀にわたって，

ゴムで栄えたマナオス（20万）がある。ベレンの東どな

りにサンルイズがある。古都保存法の指定を受けてい

る。人口20万人。その東，肩先に近いところに人口95万

の都市フォルタレザがある。マラニヨンの物資（とくに

米）と木材がこの都市に流れていることを知って調査に

行った。海岸に建てられたアメリカ風の都市である。

ポルトガル人は金もちは海岸に，貧乏人はうしろ側に

というのが普通である，そして，リオの有名なコパカバ

ーナの海岸に似せて’シャレたペーブメントがあり，海

岸に面してレストランがならんでいる。その一角に近代

的な男女の像があった。1匹の猟犬が控えている。台に

「アラサジ」という名が刻んである。ドイツ系のブラジ

ル人シュミットさんは林学出身のお役人であったが通訳

として心をこめてこの話をしてくれた。インディオの若

き女性とポルトガル系白人との恋の物語であった。イン

ディオの部族は彼女の恋を許さないが，あるとき他部族

におそわれたところに白人が銃器をもって応援にかけつ

け，長い間をともにたたかい，部族全体に祝福されると

いう筋がきである。それはハッピー・エンドの物語りに

は過ぎないけれども，この話が国民的なローマンとな

り’フォートレザの生んだ偉大な文豪として作者の生家

がセアラ州立大学付属園に保存されるには背後に建国の

事情がかくされている。

激しい建国の事情

フォルタレザから右の肩を下がり直角に位置してブラ

ジル第三の都レシフェがある。人口120万人近代化の激

しく進む東北伯の中心である。それからさらに下り，く

びれたところに，かつて王様がいたサルヴァドルという

美しい都がある。人口100万，第四の都である。以上に

あげたのが古いブラジルであって，人口密度が高く，白

人，黒人,インディオ，その混血が渦を巻いている。い
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ラジルは連合軍として斗ったのである。その間，日本人

ば居ながらにして村八分を受けていた。ポルトガル語以

外をロにしてはならず，三人以上日本人が集ることは禁

止された。それは収容所に入れられた合衆国の邦人とは

比較にならないゴーモンであった。その傷あとを知らな

いでブラジルをあこがれる人に，よく聞いてもらいたい

はなしである。

ブラジル人は誤解される

ブラジル人はウソつきだ，怠け者だ，尊大だ，とよく

聞かされることがある。僕の見たブラジル人は勤勉で，

質素で，見栄をかざらない質朴な人間像である。とくに

低所得層ほどよい，日本や欧米で見られるニヒルな人間

像はここには見られない。その反面われわれのラテンア

メリカという幻想とちがって，音楽性にとぼしく，何の

スタイリストもいないことに筋いた。スペイン系とポル

トガル系はそんなにもちがうのである。

背広を着てネクタイをゆるめて人に会うブラジル紳士

に対してわれわれば「何とかしたらどうだ」と思ったこ

ともしばしばであった。ブラジル人とはそういう人達で

ある。日本人にとっては親しゑやすいプラグマティスト

達であった，ただ，かれらの組織はよくできていないの

で，日本では想像のつかない連絡の悪さから来る欠陥，

ものさしのちがいをウソツキと断定してしまうのであ

る。

どちらが後進国

ブラジルはたしかに後進国ではあった，しかし，週5

日制でよい家に住み，日本人の兇ぐらいの食饗で生活を

エンジ重イしている姿を見ては，どちらが先進国である

か？と思ったこともしばしばであった。

組織の中核をにぎり，推進させる層が育っていないと

いうことも大きな欠陥として認められるが，そんなこと

よりもラテン・アメリカの文化についての蓄積のない国

から行って軽々な判断を下すことはできないというのが

その結論であった。

人間像として，かれらは日本人のようなﾈL縦のセンス

のないことが気になったが，結局，ブラジル人は計画性

をもって仕事をし，パトロンを得て事業を進め，りっぱ

な資産をもたない人を尊敬しないのだと聞かされた。た

しかにこの尺度からすると日本人全体がかれらの目から

はスラムとして映ずるのではあるまいか。

言葉のわからないシンドイ旅であったが，地球の向こ

う側に友人を得て帰ってくることができた。

ずれの都市も450年から350年の間の歴史をもってい

る。ポルトガルの侵入，スペインの侵入，フランスの攻

撃，それらを撃退したあとにオランダが総督を任命し，

大冷的な攻撃を加えた3年間にわたる激戦が，これらの

各都市に加えられた。ポルトガルはインディオと手を組

暴ゲリラ戦をくりかえして最後にこれを克服した。だか

らこれらの街づくりには大きくオランダ人の手が加えら

れている。その時の斗いの同志的感情が白人とインディ

オの融和させているのである。マラニヨン内の一つ一つ

の町を訪ねで見ると一つ一つがポルトガル軍人の開拓し

た街，僧侶の開拓した街，フランス人の港，イタリー人

とインディオの結合しコロアタ・アスウ族の街，オラン

ダ人の拓いた酪農部落という具合である。

21世紀の国

「な－にラテン系はだらしがなくて現住民と結婚した

のさ」とひと言に日本では片づけられてはいるが，激し

い植民地争燕戦の中でポルトガル語とその法典とカソリ

ックがブラジルを統一する過程には長い人間の生存斗争

がかくされていることに驚くのである。

もしブラジルの人が他の人種の悪口をいうと自分の子

供に，孫に上雪ツコリその人種が顔を出すかも知れな

い。これはブラジル人に世界国家の人間という映像を与

える。ブラジルには世界中の人種が入り，世界中の先進

国から大変に好意的な財政援助が受けられる。大変とく

な国であるが，同時にブラジルの政府と官僚を悪くする

のである。しかし，ブラジリアからサンパウロの機中で

隣りあわせた大統領秘盤課長さんが「僕の出身地はゴイ

アス州です。僕のからだにはインディオの血が流れてい

る｡」と誇らしげに語った言葉を忘れることができない。

ブラジルの日本人

経済成長という数字の鰯術で，われわれはいま，おそ

らく歴史はじまって以来の評価を受けている。これは帰

途のヨーロッパでも同様であったが，とくにブラジル人

は日本人に大変関心をもっている。街を歩いていると至

るところで「ヤポネース，ヤポネース」とよばれた。

ある会社で一通り鯛査が終ったあと，いってくれた。

ドイツ人や北欧人は実に閉鎖的だが，日本人はブラジル

に合わせようと努力してくれていあ，と。通訳をしてく

れたシュミットさんは「僕がサンパウロの学佼にいた頃

の日本人の友人は承んなスバラシイ」といっていた。そ

れに反してアメリカ人の悪口は何度も聞かされた。たく

さんの金を出して悪口をいわれるアメリカ人に同情した

ものであった。

しかし，ブラジルの中で日本人が正当に位置づけられ

ていると思ったら大まちがいである。第二次大戦中，プ

屯
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森林と山地荒廃

難波宣士

〔林業試験場・防災部〕

I山地荒廃の種類

山地の荒廃といえば水害時における山崩れや土石流の

惨状を連想する。しかし，わが国のような気象，地況の

条件下ではさまざまな種類の山地荒廃があり，その種類

によって森林の影響のしかたも大分遮っている。

時雨溌数拾、mあるいは日雨量数百mmをこすような

豪雨に見舞われると山地には数多くの山崩れが発生し，

しかも，その山崩れからの土石は溪流中におちこ承，そ

れまで溪床に堆積していた土石を撹乱して溪床自体を荒

らしながら莫大な土石となって下流に流出していく。昨

年9月の山梨県足和田村の根場部落の例では，最大時雨

鍾約80mm,最大日雨量約260mmの台風26号の豪雨

で,427haの山地流域に17.5haの山崩れが発生，それ

からの約6万In3の崩落土石が刺激となって約36万Xn3の

土石が山津波となわて流域下端の部落に流れこゑ，その

結果,41戸中37戸が全半壊し，人口235人のうち63人が

死亡するという大災害をひきおこした。

こ熱ほどはげしくない通常の降雨によっても，地表面

がけずりとられる量はわずかずつとはいえ，大面積にわ

たって年を土砂を流出させていく荒廃，すなわちはげ山

地滞で代表される土壌の表面侵食による荒廃も各地で問

題となっている。異常な豪雨による山地の荒廃は，災害

が発生した地区では激甚をきわめるが同一の場所でくり

かえして発生することは少ないのに対し，この表面侵食

による荒廃は広汎な区域にわたって連続的におこる性格

のものであり，河床が上昇して天井川となったり，農業

用の溜地や多目的ダムが埋没させられたりする原因の多

くが，この侵食作用による異常な土砂生産となってい

る。

このような，山崩れや表面侵食による異常な土砂石礫

の流亡は，降雨の承によっておこるものでなく，融雪水

やなだれなど，雪の影響によってもひきおこされ，ま

た，地礎による山崩れや落石も山地荒廃の種類としてあ

げられる。

現に，松代の群発地震では，地溌のためにできた山腹

面上のキレツなどを境とし，今後の降雨により相当の山

崩れが発生するのではないかと愛慮されている。

さらに，山地の土層が一時に移動するという点では地

すべりによる山地荒廃も考えなければならない。この地

すべりは，山崩れのように1つの地域のなかに数多く発

生することはないが，1カ所あたりの面積が大きく，し

かも，土層の厚さが10mをこして生産土髄が数十万Xn3

から百万InSをこすものも多く，鉄道や道路ぞいなどに

発生した場合の被害はとくに激甚をきわめる。ただ，地

すべりは山地のどこにでもおこるという性質のものでな

く，地質的に限られたところにしか発生しない。

このほか，風による地表面土壌の飛散などまで考える

と，荒廃をひきおこさせるさ言ざまの外力と，その外力

に反応する山地の抵抗力の大小の組合わせによっておこ

る山地荒廃はかなり多様の内容をもってい為ことがわか

り，ここでいう森林とは，山地の荒廃に対すあ抵抗力の

増大ときには減少に関係する1要因にあたることとな

る。

大きく象れば，豪雨とか地震，ナダレのように非常に

強い外力に対しては厚い土層が一挙にけずりとられるタ

イプの荒廃となり，通常の雨水や融雪水，風のように単

位面積あたりの外力としては小さい外力に対しては，地

表面土壌が徐殉に流亡するタイプの荒廃となる。外力が

あまりにも大きければ，それによる山地荒廃は森林の影

響範囲をこえたものということになるが，山地ならばど

こにでも発生する可能性があり，しかも，森林状況ある

いは森林施業のいかんがかなりの影響をもつ点を考える

と，当面問題となる山地荒廃の種類としては，異常豪雨

時などにおける山崩れによるものと，通常の降雨時にお

ける土壌の表面侵食によるものといえよう。

口
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Ⅱ山地荒廃に及ぼす森林の影響

種左の山地荒廃のうち，とくに森林と関連ぶかいもの

として山崩れと表面侵食の象に注目したとしても，これ

らの荒廃現象は，降雨，迦膠，地質，土壌などの詩因子

との複合的な関連によって発生するものであるため，森

林の影響だけをぬきだして厳密に評価することはきわめ
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てむずかしぐ，こ蚕かく考えれば考えるほど森林の影響

はケース・バイ・ケースということとなる。

森林といってもはなはだ漠然とした概念を規定してい

るにすぎず，いろいろの様相をもった各種の森林の機能

を，生育している環境別に記述するのは別の機会にゆず

り，以下，森林と山崩れ，森林と侵食の2者についてそ

の一般的な関連を記してふる。

1）森林と山崩れ

古くは山崩れも侵食もあまり区別されることなく，森

林の土砂拝止機能の名のもとに，森林が山崩れを防止す

る機能はきわめて高いものと思われていた。山に木があ

りさえすれば山崩れはおこらぬとまで考えられていた時

代もあったが，山崩れについての観察がすすむにつれ，

優良な美林のなかにも数多くの山崩れが発生することを

見聞するようになって，森林の防止効果を否定する説も

ないわけでない。

森林が山崩れを防止する機能として考えられている根

拠は，①森林が地面被覆物となって表面侵食を防ぎ，表

面侵食の作用からひきおこされる山崩れを防止する，②

森林の根系が土壌を緊縛し，風化表層土の強度を増加さ

せて山崩れを防止する，③森林の地上部（樹幹部）は一

度崩落した土塊をささえ，崩落土の破壊力による二次的

におこる山崩れの発生を防止する，ことなどが考えられ

ている。

しかし，④森林土壌の透水性は良好のため土層が飽和

状態になりやすく，崩壊の危険性を龍す，⑤森林はその

重蹴だけ土層にかかる荷重をまし，重心を上昇させて土

層の平衡を破れやすくする。⑥風が強い場合は樹木をゆ

り動かし，地盤のゆるゑや風倒によって山崩れを誘発す

る，ともいわれている。しかし，森林が逆効果になると

いわれている点について考えあと，④は浸透水によって

山が崩れる場合にば，浸透した水がふたたび地表に湧出

する力所が問題で，単に浸透水の麓が多いことが山崩れ

の誘因となるというよりも，浸透した水の動きのほうが

山崩れに関係する。となると，表層に植生の根系が十分

に発達しているならば，土の粒子は細根の網の目でしば

りつけられているために，たとえ多量の中間流があった

としても地表面の弱点部が補強されていて浸透水が湧出

第1表
一

全容裁隆重景|比函 比震’
幹材積に
対する枝
条柧率

深さ 幹材秋

5,000m37,5001

450428

160160

０
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しにくくなり，山崩れの端緒ができるのを防ぐ作用のほ

うが大きい。ただし，森林の存在によって，森林土層の

部分と，その下方の土層との透水性の差をより大きくす

るような場合には，森林が山崩れを誘発する機会を増加

させることも皆無とはいえない。しかし，この傾向をま

ねく原因は，斜面の土層の椛成によって先行的に規定さ

れてしまっている場合が多いことを考えると，森林土壌

の透水性がよいということで森林の効果を否定してしま

うのは不合理ということとなる。

⑤については，かりに深さ50cmの浅い山崩れがおこ

るとした場合’第’表のような平均的な森林を想定する

と，森林の重量は崩れる土壌の重さの数％ということと

なり,より深い山崩れに対してはさらにその比率は減少

する。重量の面を問題にするならば，降雨による土壌の

含水型増加のほうが問題となり，森林の重量による重心

の上昇は山崩れの誘因としてそれほど重大な意味はもた

ないとしてよい。

⑥の風倒については，風倒木となるのは土壌の浅いと

ころに生育している孤立木状の樹木に多い。したがっ

て，この結果で発生する山崩れは小面積のものとなり，

しかも，その発生状況は点禽としたものと思われる。こ

れらのことを考えると，森林の逆効果を指摘する根拠は

いずれもそれほど決定的とはいえなくなり，全体として

砿れぱ，やはり，森林は山崩れの防止に役立つといって

よい。もちろん降雨，地形，地質などの条件いかんで

は，森林が崩れ去ることもないわけではない。かつて，

林野庁が非常に広汎な地或について山崩れの調査を行な

った結果（第2表）を象ると，単位面液あたりの崩壊力

所数や崩壊面積，さらには崩壊土砂量はいずれも無林地

のほうが多くなっていて以上の推論を裏付けている。

同じく森林といつ，ても，樹種，樹齢，施業種などによ

って森林の山崩れに対する影禅が異なるのば当然であ

～
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、
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第2表有林地，無林地と崩壊

占有而較崩壊ヵ所数崩壊面祇

km2 ha

l,27010，4001，564

1212，216289

占有面積1km2あたり

崩壊ヵ所数|崩壊面稜|崩壊土砂量

““'1重：,8,41238

’樋別 朋壊土砂量

103m3

28，925

3，618

有
無
林
林
地
地
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る。しかし，森林が有るか無いかの差においてさえ，そ

れらを明確にしにくい段階であるのに，樹種あるいは施

業法による差などは，生育している立地条件も違ってく

るため，これらによる差異を具体的に明らかにすること

はかなり困難となる。全国各地の山崩れを発生状況の資

料と，経験的な諸説を総合して象ると，用材林は薪炭林

より，混交林は単純林より，天然林は人エ林より，3，40

年生の壮齢林はそれ以下の幼齢林または6，70年生以上

の老齢林より山崩れ防止機能が大きく，また，択伐林が

比較的山崩れに対してつよい林であることが伺われ，根

系の発達状況や林分の胸高断面澱合計の多少からぶて

も，これらの諸傾向はおおむね妥当なものと思われる。

2）森林と表面侵食

森林が平常の雨によって山地の地表面土壌が削られて

いく侵食を防止する作用について峰①樹冠，林内草

生，落葉落枝などが降雨のエネルギーを減殺し，雨滴に

よる侵食を防止する，②樹幹の地面近くの部分,林地表

面の植生，落葉落枝など森林の地面被覆物が地表流下水

のエネルギーをそぎ，その侵食作用を防止する，③地表

面の植生，落葉落枝は地表流下水に含まれる土壌粒子を

撤化する役目を果たすため土壌浸透能の低下を防ぎ，そ

の結果地表流下を減少させて侵食を防止する，④落葉落

枝は土壌に有機物を供給し，また，土壌微生物の活動を

さかんにさせあたあ土壌浸透能の増加と耐侵食性の土壌

団粒構造の形成に資して侵食を防止する，⑤森林根系は

表層土壌を結合してその耐食性をます，などがあげられ

る。

山崩れの発生には自然の外力による影響が大きく，し

たがって，森林の山崩れ防止効果にも限度があるのに対

し，この侵食に対する森林の効果は，それ以外の地表状

態たとえば艇耕地，裸出地などに比してつねに顕著であ

り，全国各地で測定された侵食鐘をみても，林地からの

流亡土砂量は股耕地や裸地からの流亡量にくらべて圧倒

的に少なくなっている。

侵食の量を表現するにばtan/haというような単位面稜

あたりの流出土砂量か，流出土砂の容積を測定区の面穣

で除した平均流出土砂深たとえば、mなどが用いられて

いる。雨のふり方，現地の地形，土壌の状況によって同

じ地表状態のところでも侵食の絶対鋤まかなり変化する

が，現在までにわが国あるいは諸外国での測定結果を通

覧してあると，侵食量は1年間に表土が深さにして，荒

廃地が102～101mm,裸地が101～100mm,農地が100~

10-1mm,草地が10-1～10-2mm,林地が10-1～10-2mm

の単位となっている。絶対量でいえば，かりに111aの地

域を考えた場合，そこがすべて荒廃地であるならば，数

百から数千In31一般の裸出地では数十から数百Zn31農

地では数In3から数十m3の年間侵食土鍾であるのに対

し，草地あるいは林地では年狗数nl3以下の土砂しか侵

食されていないということである。

したがって，荒廃して裸地化した山腹面が良好な植生

でおおわれたとすると，そこからの表面侵食趣ま裸地で

あった場合の千分の1程度に減少せしめられることとな

る。表面侵食を考えた場合には，異常な土砂石礫の生産

という点では，林地からの侵食量はぼとんど無視してさ

しつかえなく，荒廃した山地がもっとも蒲目すべき場所

であるという根拠はここにあり，荒廃地からの表面侵食

による異常な土砂石礫の生産を防止するのが荒廃地網上

の意鍍となっている。

この森林の侵食防止機能は，主として地表面の被覆状

態によって発揮させられているたあ，森林の種類や状態

によって程度の差があり，たとえ林地といっても'1面積

の林内裸出地の象に着目すればかなりの侵食をうける場

合はある。外国でも，火入れした森林，放牧によってふ

嬢あらされた森林が原生林より侵食量がはるかに多いこ

とを示した例が多数発表されている。これらのことから

考えると，侵食防止には落葉落枝など地表面に接する被

覆物をもった良好な林地土壌の維持がもっとも重要で，

美林といわれる蓄積の多い林でも，林地表而が裸出して

いると侵食防止の見地では良好といえないことを念頭に

おかなくてはならない。

Ⅲ山地荒廃防止からみた森林

森林を主体に考え，これと山地荒廃の関係の大様は以

上のごとくであるが，逆に，山地荒廃を主体にし，その

防止を図っていくという面からゑた場合の森林の荒廃防

止機能の意義また，その機能を活用するための森林の

取扱法の原則についてふれて承る。

1）森林の荒廃防止機能の意義

山地荒廃は気象・地質・地形といった自然的な要因に

よるところが少なくない。とくに，大規模な山崩れなど

の発生は，森林の有無で影響される以前に各種の自然的

因子によって規制される場合が多い。山地を鉛直的に承

れば，森林の被覆部分はごく限られた地表面付近である

ため，自然の外力に比して森林の影響力はきわめて少な

い場合もないわけではない。しかし，山地荒廃の発生に

及ぼす，より大きな自然力の要因は現在のところ人力で

コントロールすることは不可能に近いので，たとえその

影響力は小さくても，その取扱いかたによって人為的に

かなり荒廃の発生状況に変化をあたえうるという点で森

林の機能には山地荒廃防止上重要な意味がある。
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森林の荒廃防止機能の限度をこえて発生する山地荒廃

に対しては治山エ事が計画されていくが，広大な山地の

なかの危険ヵ所のことごとくに土木的エ作物を施工して

いくことは不可能に近く，たとえ森林の効果に限度があ

ろうと，少なくともその限度までは森林の機能を有効に

活用していこうとする姿勢は常に必要ではなかろうか。

個女の侵食地や山崩れには着目しないで，流域全体か

らの土砂流出量を承ると，やはり林相のよい流域のほう

が土砂量は少なくなっており，わが国の発電ダム背後の

貯水池に永年にわたって堆積した土砂愛を検討した結果

もつぎのようになっている。

年間の堆砂量に関係ぶかい因子としては降水量，地

形，森林状態があげられ，その間には

E=0292P+0.474T-0.118C+2．452

E:堆砂戯m3/ha/年

P:年降水堂100mm

T:起伏通(4kmx4km内の高低差)100m

C;森林面稜率％

の関係が成立っている。雨量の多いところほど，地形が

急なところほど土砂流出量は多いが，森林による被覆面

稜が多くなればなるほど土砂流出堂が少なくなることが

示されている。しかも，各因子の堆砂量に及ぼす影響度

合としては，雨堂がもっとも高く，森林状況は，平均傾

斜よりも大きく堆砂璽に影響していることが指摘されて

いる。

いずれの地域でもこのような傾向であるとはいいきれ

ないにせよ，森林以外の因子をあわせ考えた場合におい

ても，以上のような結果がいくつか示されている現状に

おいては，実質的な面から考えても，森林の取扱い方は

かなり山地荒廃防止に役立たせうるものと思われる。

2）森林の保全的取扱い

森林の荒廃防止機能が認められる以上，一般論として

は良好な森林の育成につとめ，より良質の，より広大な

森林の整備を図ることが荒廃防止上のぞましい。しか

し，森林は荒廃防止のためにのゑ存在しているものでな

く，森林の機能そのものも，生育している環境によって

効果を発揮する度合いは違っている。

したがって，理想的には地形・地質・土壌・荒廃の兆

候などの諸条件から，それぞれの地域の特性に応じ，木

材生産の立場から考えた取扱い法と調盤された森林の保

全的取扱い法が具仏的に決められるべきこととなる。と

ころが，荒廃の危険性を各種の条件が複雑にから承合っ

たそれぞれの現地についてきめることは今後の検討にゆ

だねなければならない面が多く，現状において考えられ

る森林の保全的取扱いとしては，かなり原則的な段階で

整理せざるを得ない。

表面侵食の防止には，地表面被覆物で保護された良好

な林地土壌を維持造成していくことが重要となるため，

円滑な更新に不安を伴なうところでは，とくに森林伐採

に特別の考慮が払われるべきであり，また，それ以外の

地域でも，火山灰地域や深層風化をうけた花崗岩地域の

ように侵食をうけやすいところなどでは，大面談の皆伐

ば好ましくない。過度の放牧や粗放な伐採搬出などで林

地表面をあらしたり裸出させたりすることはやめ，ま

た，たとえ林内といえども裸出部のあるところには植生

でなるべく被覆していくということを念頭においていけ

ば，侵食防止を果たす森林の役割りとしてはかなり大き

くなるであろう。

山崩れになると，森林の機能をこえて発生する場合も

あるため，治山工事との関連で考えていかねばならない

面は多いが，それでも，急峻で集水地形をした区域，山

頂平坦面から急峻な山腹面に移行しているような明瞭な

傾斜変換線のある区域など，とくに山崩れの危険性の高

いところはもっとも森林の維持造成に留意すべきところ

ということができる。このような区域では，少なくとも

大面積の皆伐をさけて択伐方式をとり入れる。さらに進

んで浅根性のものでなくて深根性のものの植栽につとめ

るというようなことが考えられるべきである。また，そ

れほど危険性はないとはいえ，もよりの類似地域でかな

りの山崩れの発生があったようなところでは，伐採する

にしても小面談の区分皆伐にするとか，林道の開設にあ

たっては路線の選定をとくに慎重にして森林の機能にか

なり期待していくべきであろう。また，林木の風倒によ

る山崩れを考えると，風害危険地の孤立的な樹木はもち

ろん，あまり老齢過熟林をつくらぬようにしておくこと

も山崩れ防止を考えた森林の保全的な取扱い法というこ

ととなる。
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森林生態研究ノートから
〃

四手井綱英

〔京都大学農学部教授〕
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日本の森林

以上のべて来た諾元をわが国全体の森林にあてはめて

象よう。これは多くの仮定が久るので単なる数字の遊戯

にすぎないのだが，まことにおもしろい結果が得られ

る。

日本の材野面稜は約25,099,000ha(24,589,Mha),その

蓄積は最近の推定では約1,891,867,000m3(2,177,",Mm3)

とのことであるから一（）内は標本調査による－平均

約75m3/ha(89m3/ha)の蓄積があることになる。広葉

樹林が多いし，針葉樹も各種あるから，その幹比材積を

少な目に承つもって15m3/ha･mとすると，日本の森林

の平均樹高は5m(5.9m)しかない計算になる。平均

樹高5mは森林限界の平均樹高とされているから，この

計算からは，平均的には日本に森林らしいものがひとつ

もないということになるであろう。

仮に，日本の森林の平均樹高が10mであるとすると，

幹比材讃は8ma/ha･mということになる。この価は東南

アジアのサバンナ林の価に近い。そうなると日本には平

均的には疎林しか存在していないことになる。

要するにわが国の平均蓄種約80m8/haはおどろくほど

少ない価であって，これではまともの森林があるとは言

えないことを物語っているといえよう。

もちろん材野面積中には採草地のような無立木地もふ

くんでいるだろうが，そういうものを除外しても，蓄積

過少といわざるをえない。蓄稜より林分生長が問題だと

いう人もあろうが，蓄穣のないところに生長は生じな

い。よりよい林分生長を期待するならば，もっと蓄積を

あげるべきであろう。

上記の計算のように林分密度が十分あって平均樹高が

低い場合なら，林分生長は期待できるが，樹高が低くて

は，利用価値が生じないし，もし平均樹高は十分にあっ

ても密度が疎であるとすると，林分生長はまったく期待

できないことになる。

現実には，その両方の場合が混在しているのであろ

う。

そうだとすると，若い林分は伐りおしんで利用価値の

十分ある林分に仕立ててやらねばならないし，疎な林分

は密度を増して，十分な生長の期待できる林分にかえて

やらねばならない。

そうすれば過伐過伐とさわがずともよくなる計算にな

りそうである。

こころ象に地位などを考えて，日本の森林が年平均20

cmずつのびていると仮定すると3m3/haずつ生長する

ことになる。林野面稜にこの価をかけあわすと約74百万

m3となり，現在のわが国の木材伐採量は決して不都合だ

とはいえなくなるのである。

現在の伐採瞳は日本の森林の年生長量の2倍以上であ

るといわれているが，これが事実だとすると，逆に計算

を進めれば，わが国の森林は年平均約10cmずつしか樹

高がのびていないことになる。

いずれにしても，施業いかんによって，わが国の木材

生産をもっとあげる可能性はありそうに思われる。

さらに光合成に最も必要な太陽エネルギーから略算し

て承よう。

わが国の林地のうける太陽エネルギーは場所により差

があるし，地形により差があるから，平均どれ位とはい

えぬが，純度による夏半年の太陽エネルギー総量嘘案外

に差が少なく約170,000cal/cm2である。これが地形や

天候に支配されて，約舩になるとして9×104Cal/cXn2が

実際に林地にあたえられると仮定しよう。この価はhaに

直すと900×1010cal/haになる。わが国の林野面積は少な

目に象つもっても，23×106haある。すなわち全林野の

うける太陽エネルギー通は200×1018calである。

夏半年の生育期間にこの太陽エネルギーのうち同化に

つかわれる部分は非常に少なく，呼吸をさし引いた純同

化に使うつれるエネルギー効率は最大1％であり，幹の生

産に用いられるのはこの艶，すなわち0.3％を越えない。

土地条件すなわち地位により，この効率がかわるから，

もっと小さくなるのであろう。仮にさらに発して0.1％

すなわち'/1000が絆の純生産に用いられる平均的な太陽エ

ー

｡
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森林を短伐期施業などといって幼齢化したりすること

は決してわが国の木材生産をあげる良策にならないこと

がこれからもわかるであろう。
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ネルギー効率としよう。そうすると幹の純生産に使われ

る太陽エネルギー量は200×1015calになる｡次に木材質1

9をつくるに要する熱量は大体4,000cal/gであるから，

上記の太陽エネルギーを木材質量に換算すると50×1012

gになる。すなわち50×106tである。絶乾重鐘1tの木

材は材積にして約2.5～3m3であるから，この価は120~

150×106m3という材積になる。わが国の年伐量は上記し

たように74百万]n3すなわち74×106m3であるから太陽

エネルギーから象つもるとおおよそ2倍の生長鐘がかな

り少な目にみつもってもあるはずという結果になる。こ

の計算には仮定が多く入っていて，信綱生は少ないが，

一応の年生長の可能性を示しているものといえよう。

過伐過伐といわれているが，どうもいろいろの面から

推算すると，現在の伐採量は過伐とはいえなくなりそう

である。

ただし，そうなるためには現存する林野がすべて，林

木の葉で完全におおわれていなければならない。すなわ

ち閉鎖の不完全な疎立状態の林分を解消することがまず

大切だということがいえよう。

一

一

■

一一一画生aaa心vニマー~Z▼面W百一一一

もでて，ときならぬにぎわいである。いまなお，数年

おきにネズミの大発生がくり返えされるこの地方のひ

とたちにとって，「ネの神さま」との結びつきは，ま

す富す強いものとなっているようである。

（材試保謹部・宇田川竜男）
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の 神様ネ

静岡県ば富士宮市北山に,｢ネの神さま」とよぶ小さ

い神社がある。ご神体は，もちろんネズミである。そ

の縁起を調べて承ると，いまから

240年ほどまえの享保9年(1724）

に建立されている。その前年あた

りから，この付近一帯にネズミの

大群がおし寄せ，農作物はおろか，

草木の根まで食い荒した。その恐

ろしさにおののいた農民たちは，

ここに神社をたてて退散を願った，

という伝説もどきの資料がある。

この付近砿，表富士の大造林地

の中心で，神社は深いスギ林のな

かにあるが，その裏手からは富士

山の美しい山容が一望できる景勝

の地である。いまでも毎年4月17

日には，お祭りが行なわれ近在の

ひとびとの参拝があり，店や屋台
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イノシシの林地被

害といえば，沢そいの造林地にきて，土をあの異でひつ

くり返えしてミミズやサワガニなどを食べるときに，た

またま苗木を掘り倒してしまう程度のものであった。と

ころが近年は乾いた林地にも侵入して，ヒノキやマツの

苗木をほじくり倒す被害が多くなってきた。これは拡大

造林計画の進捗による生息地の縮少に対するまき返えし

とみるひともいる。とにかく，農業だけの害獣と考えて

いたイノシシが，林業にも大敵になりつつあるのが現状

である。その一つに，クリの被害がある。クリの栽培は

山村の締造改善事業として大きく取りあげられ，農業で

もその普及に努めているし，林業でも特殊林産物として

増産をよびかけている。地域によっては，腿業と林業の

普及員が保険の勧誘員ゑたいに,つばつき合わせている。

したがって，クリの栽培地はしだいに山地にのぼりはじ

め，いまではイノシシの領分にまで入り込んでいる。

神奈川県高座郡清川村は，丹沢山の東側にある県下た

だ一つの村で，いりくんだ谷戸があり，長く南北にのび

た山村である。この村でも，クリの栽培が数年室えから

はじ寮った°そして2～3年まえから，ようやく収獲で

きるようになった。もちろん，狭い谷戸にある農家のこ

とだから，栽培地は山よりである。ところが，3～4年

生の若い木にクリがなりはじめると，イノシシがあらわ

れて，これを食べるために樹幹にあの重いからだを託し

て立ちあがるから，細い幹はたちまちへし折れてしま

う。それも品種によってかなり差があり，この付近の在

来種にはあまり被害がなく，丹波クリなどの優良品種に

多発する傾向がある。敵ながら，あっぱれな感覚のもち

主でああ。ことしも，クリの象のる季節が近づいたの

で，現地の栽培者はもちろんのこと，クリを奨励した普

イノシシ

との戦い

蕊

瀬戸内海にうかぶ，オリーブの島として知られる小豆

島には，かつてイノシシを防いだ石がきが残っている。

いまでは，この島には1頭のイノシシも生息していない

から，無用の長物となってしまっている。しかし，少な

くとも明治時代までは，イノシシの防壁として大きな役

めをはたしてきた。その意味では，万里の長城と同じで

ある。このためか，いまでもその一部が残され，観光案

内にその名をとどいている。有名なオリーブ林のあるす

ぐ西側の斜面である。

この石がきは，約2mの高さに30cmく．らいの石を積

承あげたもので，それが丘のうえから沢へとつづいてい

る。これがいつ築かれたかは明らかでないが，徳川時代

の初期か中期であろう。小豆烏は地図で承ると，その名

のとおり瀬戸内海の小さな点のような島であるが，じっ

さいには名勝地として知られる寒霞溪があり，標高817

mの城星山があって，かなり起伏のはげしい島である。

このためサルもかなりたくさん生息し，サルの社会生活

を研究した最初の場所でもある。

イノシシは古くからこの島に天然に分布していたか

ら，徳川時代になって開発が進むと，その被害は目だっ

てきた。いろいろな対策がとられたにちがいないが，ど

れも効果がないので，ついにこの防壁をきずくに至った

のであろう。その労働力から考えただけでも，いかに大

きな被害をうけていたかがわかる。この島に1頭のイノ

シシもいなくなったのは，明治も末期になってからであ

る。それは猟銃が発達したおかげである。

これと同じ誌が対烏にもある。イノシシに困った島民

は，ついに立ちあがって石がきを築いた。それには10年

の歳月と，延べ30万人の労働力をついやした記録が残っ

てい為。ときは徳川時代の元禄12年（1699）から宝永6
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ので，「瓜（うり）坊」とよばれている。大きくなるにし

たがって白斑は消えて行き，秋になれば親と同じ毛色に

なり，鼻も発達して，イノシシなかまの若武者になる。

この春のこと，カンボジアへ出張した。その時に，首

都のプノンペンから150kmほど離れた，南ベトナムのD

地域にあと40kmほどのところにあるコンポンチャムに

ある日本・カンボジア友釘親善蓄産センターを訪ねたお

り，数日まえにｲ寸近で捕えたイノシシがブタと同じ蓄舎

に飼われていた。この国のブタは暗黒色をしているし，

イノシシも同じ色をしているので，説明されるまでわか

らなかった。なるほどブタの腹はたれさがっているが，

イノシシは巻きあがっているだけの違いである。このセ

ンターにくるまで，約800kmの自動車旅行をしたのであ

るが，その途中でときおり見かけたのは，イノシシであ

ったのかも知れないと思った。なにしろ，人家も見えな

い乾期の水田に，2～3頭のブタが遊んでいるので不思

議に思っていたからである。

ブタとイノシシの雑種をつくることは容易である。か

つて，上野動物園には2代雑種が飼われていた。おそら

く，これは子に孫にまで繁殖が可能であったろう。すな

わち，ブタとイノシシとは同じ種類であることを証明し

ていることになる。これを自分の意志によって実現した

恋のいのしし武者があらわれた。ことし3月のこと，熊

本県山鹿市にある種蓄場に飼われている英国生まれの白

色種のメスに，1．2mの木さくを乗り越えて侵入し目的

を達したイノシシがいた。その翌日，さっそくイノシシ

なくになってしまったが，その後，メスは7頭の合の子

を生んだ。これら因果の子たちは，メンデルの法則にし

たがってあらわれ，色だけは純白だが，姿や性格は勇敢

だった父親そっくりで，くびから背中にかけてはりっぱ

なたてが鏡があり，鼻もつきでている。

いのしし1枚

おじいさんたちの話に，「むかしは，いのしし1枚あ

れ朧ネ」というのが､ある。これは明治23年に発行された

10円紙幣に，和気清麿の写真を囲んで8頭のイノシシが

描かれていたことによる。それが明治30年の発行のもの

では裏側に移され，大正4年に発行が停止された。した

がって，明治のよき時代をたのしんだひとでないと，そ

の味を知らないわけである。なお，清麿とイノシシとの

結びつきは，かれが九州に流されたおり，宇佐八幡宮に

もうでようとしたときに,300頭のイノシシがあらわれ

て談ったという故事に因るものである。京都の護王神社

は清麿を祭神としているため，どこの神社にもあるコマ

犬の代わりに石のイノシシをおいている。

及員も思わぬ伏兵の出現に頭をかかえている。

山くじらの話

ふるくからイノシシのことを「山くじら」とよんでい

る。いまでこそ，東京あたりでは「いのししなく」と広

告がでているが，すこしまえはシーズンになると，料理

屋のまえに「名物山くじらなべ」の看板がたったもので

ある。これは，けものを食べなかった徳川時代の名残り

である。動物たん白質に乏しかった山村では，ツグミな

どの小鳥を食べるか，川魚を干しておく以外に供給源が

ない。そこで，イノシシをクジラに承たてた。そのころ

の動物学では，クジラは魚のなかまと考えていたから，

食べてもよいことになる。なかなか苦しいこじつけで，

ウサギを1羽，2羽と数えたよりか手がこんでいる。

さて，この山くじら，その名のとおり食べることは日

本一である。なにしろ，200キロに近い体重にもなるイ

ノシシの食欲は，おそろしいほどである。4～5頭の幼

獣をつれた一族に襲われると，1晩で10aく･らいのイモ

畑がやられてしまうのであるから，山村殿家にとって

は，収獲してし室う蓑では頭痛のたれである。これを防

ぐために火をたいたり，電灯をつけたりするが，3～4

日めにはもう効果がなくなってしまう。いまでは30ボル

トの電気さくを張りめぐらしているが，それでも入り込

んでくる猪（いのしし）武者がいるのは，さすがその名

に恥じない。イノシシはブタの祖先だけあって，その食

性は雑食である。腹のたしにするには，ボリュームのあ

る植物質を多くとらなければならないから，手あたりし

だいならぬ，鼻あたりしだいなんでも食べてしまう。そ

れだけに臭覚は著しく鋭敏である。もっとも好むのは，

ユリの根，ヤマイモなどの球根である。したがって，作

物ではイモ，落花生などに多く，米，麦がこれについで

いる。精力的なイノシシは，そのスタミナをもっぱら動

物質に求めているらしく，サワガニ，ミミズ，ヘビ，野

ネズミなど，かなりの悪食である。

この大食を承たすために，かれらは山を越え，谷を波

って人里近くの畑にあらわれるのである。少なくとも1

夜に10～20kmの山道を綜営の猪（ちよ）突猛進でやっ

てくる。畳のあいだ小高い見通しのきく草原に休んでい

て，夕方になると行動を開始する。あの大きな動物のこ

とであるから，いつも歩く道はきまっていて，踏象かた

められている。その道を見て，今夜もくるかどうかを見

分けられなければ，よい猟師ではないのである。

イノシシは4～6月に3～6頭，多いのでば16頭も1

回に産むことがあるらしく，揃護ワナにメス親1頭と16

頭の幼獣の入ったことがあるが，思ったより多産であ

る。うまれたての幼獣には，ぜんしんに白い斑点がある

《
）
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小'1､↑'1､'1､'EL征't征介父公 不十分であり

③基礎的試験研究については，大学，林業試験場を活

用するとしても，国有林野事業自体も，応用開発を主

とした独自の試験研究機関をもつ必要がある。

というのである。この答申は，まことに国有林の試験研

究，技術開発の現況，問題点をいいつくしてあますとこ

ろがない。

そこで，現在の問題点とその解決のための具体案をた

てるに当たって，私なりの考え方を述べてゑたい。なお

国有林自らが行なう試験研究は，原則として実用化試験

すなわち技術開発ということを前提とした。

第1に，林野庁は，技術開発の目標を与える必要があ

る。

従来，特殊な新技術については，林野庁が集中的に指

導監督していた，たとえば沼田営林署機械化センターに

おける林業用機械の実用化試験や林業薬剤，林地施肥の

如きである。しかし，癖|『開発一般については必ずし

も，そのように行なわれていなかった。

第2に，技術開発のため，地域区分をする必要があ

る。

技術開発の目標を具体的に指示し，また開発成果の普

及区域を定めるためにも，全国を主として自然条件によ

って分類し，技術開発区というような地域区分を定め

る。この開発区は，2以上の営林局にまたがることが多

いので，開発目標の設定，標準設計，成果の評価，普及

方法等は林野庁が調整すべきであろう。

第3に，技術開発の組織体制を強化する必要がある。

現在，林野庁，営林局署の組織体制は，事業的に作ら

れており，その間の連絡調整，統一は必ずしも完全では

ない。今後の技術開発の目標は，単なる個別技術の開発

でなく，総合技術，経営技術の開発に指向されるので，

組織体制を強化し，再編成すべきである。その際，技術

開発の実行機関として，技術開発区ごとに，数署を技術

開発営林署として指定し，その開発を集中的に行なわせ

るべきであろう。また林野庁段階では無論のこと，試験

研究機関との連絡調整は緊密にしなければならない。

第4に，開発された新郷『の普及について，特に万全

の措置をとるべきである。

新技術の普及は過去の例をふるまでもなく，林業にお

いてきわめてむずかしい。そのため，現地研修，展示

林，スライド，映画，報告密等あらゆる啓蒙伝達の方法

をとることが望ましい。特に，現地にあっての教育，訓

練は効果的である。また関係営林局に導入計画を作ら

せ，林野庁がチェック，指導することも必要であろう。

毫会員｡2広場

国有林技術開発について

思うこと

相馬昭男

〔林野庁，業務課〕

明治初年，わが国の林学はドイツ林学を基礎において

学問的体系化がなされ，国有林も旧藩時代の林政，技術

を引継いで今日にいたっている。この間においてわが国

の泳業に果たした国有林の技術的役割は非常に大きいも

のがあった。

林政統一以前健，内地国有林，北海道国有林，御料林

とそれぞれその所属を異にし，したがってその技術的発

展の性機方向も幾分の差を示しつつ，わが国林業技術

発展のための有力な推進母胎となってきたのである。

いう童でもなく，林業の特性として，生産期間はきわ

めて長く，また営まれる環境は複雑多岐である。したが

って，これら先人が研究開発してきた技術成果は，今な

おわれわれが積極的に事業にとり入れ，さらに後世に伝

えなければならぬものが多い。また局所的に開花した成

果について，その普遍性を解明し，全国的に普及しなけ

ればならない。

もちろん，現在国有林経営がおかれている内部的，外

部的条件はきわめてシビアーであり，その中の技術は，

当然従来のそれとは違う態様のものが求められている。

しかし，林業の本質からして，むしろそれゆえにこそ，

過去，現在，未来の時系列の上に立った国有林の研究，

技術の開発普及が必要になるのであり，かつまた，過去

において果たしたように，国有林の技術的役割が一層重

要になるといえないだろうか。

ところで，国有林の試験研究，技術開発の現況はどう

であろうか。

その前に，昭和40年3月中央森林審議会が，「国有林

野事業の役割りと経営のあり方に関する答申」の中で触

れているこのことについて，要約すると次の通りであ

る。すなわち，

①今日のような技術革新の時代において，国有林野事

業の研究投資額は著しく小規模であり

②国有林野事業が必要とする応用開発研究は，現在，

営林局署が断片的に行なっている程度で，その成果は

一
一
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会員の広場

指宿地方における

特殊林産物としての

芳樟

麹
黒江明治

〔鹿児島県指宿腿林事務所〕
《
三されるほか，ビタミンAの原料としても使用できる。

2．鹿児島県における生産計画

このように天然香料の需要が高霞りつつある現状か

ら，本県において芳樟生産組合(S.38.2.15設立）と，

曽田香料KKと芳樟栽培生産取引について契約を締結し

て栽培している。

県では特殊林産振興計画の中に芳樟を取入れ，育種，

栽培，経済的試験調査をさらに行なうとともに，栽培技

術についての普及と指導援助を行ない，農家経済の安定

向上をはかっている。

特殊林産振興計画においては，指宿，南薩，熊毛地区

を主産地として，当初の植栽および生産計画は，昭矛“2

年度末で植栽面積203ha,採油瞳60,900kgを目標に普

及指導がすすめられてきた。

3．指宿地方における芳樟栽培の現況

昭和42年3月現在推定される芳樟の市町別植栽本数，

植栽面積，生産量は第1表のとおりである。このうち採

葉できるものは約32ha,20万本内外であり，昭和41年

度は2,070kgの採油の実績をあげている。

栽培型式は平地における台切わい林仕立と，防風林式

に大別されるが，この他に山地傾斜地における喬木仕立

も承られる。

植栽1年目は間作として甘藷，ソパを作付して，2年

目以降から採葉を開始して，3年目から本格的な収穫を

行ない，採葉後の幹材はコケシその他に加エ利用されて

いる。

41年度の10a当り採葉収量は,2,000kgから2,800kg

であった。

蒸溜エ場は開聞町川尻に蒸溜器2基があり，現在まで

の収油率は0.8影から1.2％である。

4．特殊林産物としての芳樟栽培の有利性

(1)土地利用度が高い

はじめに

私の担当区は薩摩半島の最南端，鹿児島市から南へ50

km,「畑掘れば出湯畑に湧き，磯掘れば磯にも出ずる指

宿の里」と菊池幽芳がうたった有名な指宿温泉地帯であ

る。

管内の概況は1市4町，総戸数24,511戸のうち，森林

を有する農家は15,147戸で62％を占めている。1戸当た

りの平均所有森林面積は0.68ha,水田0.10ha,畑0.59ha

である。気象条件は年平均気温18.,年降水蝋2,100mm

から2,400mmである。この地区全体を通じて劣悪な土

質と，台風常襲地帯であぉという自然条件は，股業生産

を著しくむずかしいものにしているのにもかかわらず，

ここの農民は耕地を切り開き，コラを取除きマツの造林

を行なってきた。

私は昭和38年から，林業改良指導員として特殊林産の

普及指導に従事してきたのであるが，当地方における重

点種目である芳樟について紹介して媒たい°

1．芳樟

芳樟は亜熱帯原産の常緑喬木の香料植物で，わが国に

おける栽培は昭和22年に台湾より種子を導入し，日本専

売公社樟脳試験場その他で試作研究の結果，降霜の少な

い温暖な地方であれば栽培可能であることが判明し，現

在では高知，和歌山，鹿児島県において栽培されてい

る。鹿児島県においては主として，西部産芳樟が栽培さ

れている。

芳樟の枝葉を蒸溜すると芳葉油が得られるが，芳葉油

の主成分ばリナロールであり，90％から95％含有してい

る。

芳葉油の用途は化粧石鹸をはじめとして，香水，ポマ

ード，クリーム等の化粧品の賦香料として欠くことので

きない重要な香料で，しかも大量に使用されている。ま

たスズラン，バラ等の匂いをつくる調合香料として使用

ユ

《
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第1表昭和42年3月現在の市町別植栽本数，面積，

生産量

い◎

(6)特産的性絡が強い

亜熱帯植物であるため気象条件，特に温度による制約

をうけ，経済栽培可能の限界があり全国的に適地が限ら

れている。

(7)労力がかからない

栽培に比較的労力がかからず，主な労力は収穫労力で

あり，収穫労力は女子供でもできる軽労働である。

5．今後の問題点

芳樟栽培で最も重要なことは，立地条件，気象条件に

応じた適期の管理(除草，施肥，病虫害防除等)である。

現在栽培されている現地を調査した結果から，特に感

じられることは，肥培管理が割合に軽視され，その結果

わずかしか収穫がないと思われる林が往倉にして見受け

られることである。

対策として今後の普及指導において，生産性の向上を

はかることを重点項目として，適期の除草，基準量以上

の肥培管理等の生産指導を行ない，少なくとも採葉目標

の10a当り2年生2,500kg,3年生以上3,000kg以上の

収穫量を期待できるようにしなければならない。

さらに今後の問題点としては，芳樟の御蔭をどのよう

に仕立てたら収穫がより以上にあがるかということ，つ

まり台切わい林仕立の連年収穣か，喬木仕立の周年収穫

か，またはその他の樹形にするか等と，当地方は特殊土

壌とよばれるコラ層地常のために，土壌管理についても

十分な検討が必要であろう。

この他に流通対策で関連する大きな問題点として，合

成香料との問題をかか鬼ている。

むすび

香料は今玄で神秘なヴェールにつつまれてきた感がな

いでもないが，特殊林産としての芳葉油リナロールは，

国民生活の向上と発展にともなう香料の需要の伸びによ

り，ようやく時代の脚光をあびようとしている。リナロ

ールの将来性について，特殊林産としての期待はぎわあ

て大きい。

特殊林産の普及指導においては，過去の苦い例にもあ

るように，画一的に論ずることはさけなければならない

が，普及指導の立場から言えることは，腿家の側に立っ

た生産技術の指導はもとより，生産から経営販売まで一

貫した指導体制が確立されなければならないと考える。

今後は生園生の向上をはかることを重点目標として，

普及指導をつづけていくが，湯煙りの間から芳樟が，バ

スの窓から防風樟が陽光に映えて匂い，観光客の心を楽

しませてくれる観光林業として期待される日も，そう遠

いことではなさそうである。
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１
｜
幟

卜罫卿合
率
ｂ
ａ
Ｌ
ｕ
９
ａ
６
１
，
３

防風糠普通栽培｜

市町'”|本数l
ha 本

喜入町5.331,8m

指宿市1．06，000

山川町0.74,20O

開聞町7.243,2001

頴繼町，，‘,8001
計14587,0001

本数’
一

本
9,000

13,800

面穣l
hal

1．5

－

2．3

18．5

22．3 ’
111,000

133,800

第2表平均収益および家族労働報酬(10a当り）

反当り平均収瞳（油）

反当り粗収益（副産物）

反当り生産謎（謎用，地代，賓本利子）

反当り総収益

反当り家族労働饗

家族労働費以外の反当り磯用

反当り家族労働報酬

1時間当り家族労働報酬

1日当り家族労働報酬

22kg

241900円

14,730〃

10,170〃

6,000"

8，730〃

16,170〃

155〃

1，243〃

へ

●

土地に対する順応性が高く，比較的に適地を選ばない

ので栽培が容易である。

(2)農閑期の有効利用

収穫適期が9月から3月までの長期間にわたり，農閑

期を利用して収穫できる。芳樟栽培を取入れることによ

り，年間平均した労働配分が期待できて，農業経営上か

らも有利である。

(3)防風樹としての効用

台風銀座とよばれるこの地方においても，農業構造改

善事業による果樹圃造成は急速に拡大されて，防風対策

がいそがれてきた。

芳樟は常緑樹で風に対する抵抗性が強く，他の防風樹

に比べて生長が早く，植栽2年目から防風効果を発揮し

て，暴風にも耐えるので果樹園の周囲に植付けて，果樹

等の損傷，落果の防止等の防風効果が大きく，農業構造

改善地区では，防風樹として捕定して植えられている。

最近ではタバコ作の防風棚として植えられようとしてい

る。しかも果実を収稚後は枝菜を刈取り収益をあげるこ

とができる。

(4)投下資本の回収が早い

植栽後2年目から収種できるので，永年作物としては

投下資本の回収が早い。

(5)病虫害による被害が少ない

採葉後毎年枝葉を更新するので病虫害はきわめて少な

一

住
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っている。次に，混牧林の施業技術部の馬産。混牧林経営の近況／小規

について実践的なことがのべてあ模経営の場合。中規模経営の場合・

り，本書の最も中心となるものであ大規模経営の場合・アメリカ合衆国

ろう°林地に家畜を放牧した場合，における混牧林経営。混牧林経営の

家畜は，林木などを食いちぎった位置／放牧利用を制限する要因・土

り，踏象つけ，なすりつけなど，畜地の利用区分。混牧林の施業体系。

種により,樹種により,林齢(樹高)，混牧林の施業技術／放牧利用（施業

放牧の強度などによってどうなるか上の基礎的なことがら，各要因の解

ということを，豊富な実験データと説，針葉樹林に対す：る放歌，広葉樹

写真，図表によって答えている。｡ま林に対する放牧）林内草地の造成。

た林内草地の造成技術も最近の事例放牧共用林野／鯉畜産と国有林野．

をあげて説明している。最後に,防虻放牧共用林野。

牧共用林野｣のことにもふれている。本書は，林業関係者ばかりでな

本書の主な内容目次は次のとおく，畜産関係者にも良い参考図書と

り。混牧林の発生／牧野の発展経過しておすすめしたい。

。馬産限定地の施業計画。北海道東（林野庁研究普及課坂本博）
10081.句"4』四Qb●0り･･IｩJ"1h.41..0弾歩｡hqd･可U､81..0ｩ.01..h0.98..,$.901.11"F000.00･･1M0000，"100《0.00師10.01f･90.GBIOLIOOOOiO1U.OD0Ph,nDo800OlOも00.$’jq1V.､〆，ｳ』,.』I0DlloQ1H1､｡911‘111‘$fDｳL‘‘仙・0匁』l41b"119‘1℃000.DL41rOB.｡【10.10.68ｹ0,00

下記の本についてのお問い合わせは，当協会へ

の

鰕愈一
ｿ///／／／／ /／/／ノノ／／

混牧林の経営

農博井上楊一郎著

A5・横組。234頁

950円。〒100円

地球出版(東京都港区

赤坂4-3-5）

本書は，「林地」に焦点を合わせ

て，そこに家畜を放牧したり，ある

いは飼料草を刈り取ったりして，畜

産経営のたいにも利用しようとする

場合の技術的なことがらを具体的に

解説したものである。

著者は国立林業試験場経営部営農

林牧野研究室長としてこの方面の研

究一筋に永年にわたり業績をあげて

いる権威者である。

最近畜産振興の一環として，草資

源の利用開発，「林地」の畜産利用

の必要性が高まっており，国有林で

も昭和42年度がら肉用牛生産育成事

業を実験的に実施中である。民有林

関係でも「山に牛を飼いたいがどう

したらよいか」という質問は，現場

でしばしば受けることである。この

ようなときに，本書は現場の技術者

にとってまさに待望の書が出たとい

えよう。

本書は，まず最初にわが国におい

て，林地の畜産利用がどのような経

過で発展したかをのべている。次

に，林畜複合経営がどのような姿で

行なわれているのか，最近の事例を

紹介し，アメリカ合衆国における林

地の放牧利用の現況にもふれてい

る。さらに，混牧林経営を行なって

いく上での自然環境との関係を説

き，土地利用区分および山村農家の

個別経営のなかでの位置づけを行な

《
）

写

新書Iコーナー

書名｜著名

｜林業教富聯究会”
実践林業大学Ⅳ

実践林木育種

新書判，380円（〒50円）
農林出版(東算諸I港区新橋5
の33の2）

古書はとかく売切れになりやすいので，ご注文は前金でなしに，お申し込桑に

対し在庫の有無，遥料をご返事いたしますから，それによってご送金下さい。

古書 コーナー

円０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
０
０
０
２
８
８
５
５
５
５
７
７
５
５
５
６
５
６
６
３
３

１
１
１
１
″

８

９

試
３
３昭

林
昭

職
″
〃
〃
》
鐸

唾
融
唖
耀
幟
》
耀
瞬
密
唖
州
蹄
耀
瞬
睡
耀
瞬
耀
瑠
睡
癖
一

製

表

書
材
針
材
表
表
蝿

明
木
表
ど
木
癩
嘩
緬

説
立
積

錘
謹
表
幹

》
》

製
樹
材

穫収分林地

試

圭
堪井

城
城
東
東
京
幌
橋
京
業
野
古

大
天
茨
関
関
東
札
前
東
林
林
長
名

一
一

守

－36－

I



〃

尊跡つ：………………………….……"……‘…"“
◇

;………鴬撫◎農薬検査所報薑:麓壽冤薑
◎農薬検査所報告(研究業務報告)第7号

腿林省農薬検査所昭42．3月

本書は腱薬検査所が定期（年1回）発行している業務

報告書で，同所の概況（総務，検査業務，調査研究活

動）を報告するとともに職員による研究成果の原著およ

び抄録等を記戦したものである。原著および抄録中の主

なる事項をあげるとつぎのとおりである。

1．農薬中の薬物の定睡法，2．作物体中の農薬残留

量，3．殺虫剤の抵抗性検定法,4．供試虫の大量

飼育法，5．殺虫剤の害虫に対する作用，6．浸透

殺虫剤の土壌中での経時変化，7．害虫の殺虫剤に

対する感受性（配布先，都道府県農薬試験場）

◎有用林木に寄生するカイガラムシ類と

その天敵に関する研究（報告書）

研究報告者；北大農学部渡辺千筒

この研究報告は昭和39～41年度農林水産業特別試験研

究費補助金によって実施された研究成果である。

その内容は全国森林の針葉樹40種以上から寄生カイガ

ラムシ幻種（記録種28,新種10,未確定種9）につい

て，分布，寄生植物，加害状況を明らかにし，なお天敵

（寄生蜂についても調査している。（本報告書のうち一

部のカイカラムシについてば，森林防疫ニュースVOL

16.No.3(No.180)に報告されている）

（未配布であるが，ホ賦本場，林野庁研究普及課に1部

保留）

◎ヒグマの薬殺における二次被害に関す

る研究

研究報告者：北大農学部犬飼哲夫

この報告は昭和41年度股林水産業特別試験研究費補助

金によって実施された成果である。その内容はヒグマを

致死させるに必要な硝酸ストリキニーネの薬量，体内各

部の残留薬箪。毒殺したヒク．マの体内各部の肉をイヌ，

キツネ，タヌキに与えた場合の影響などについて試験研

究したもので，その結論をつぎのように述べている。

4回の試験により，硝ストによるヒグマの最低致死量

W:0.5mg/1kgである。蕊死グマの体内各部に残留する

硝ストの量は,1mg/1kg投与した場合にのゑ胃中腫微

量検出された。しかし，この愛では他の動物に対しては

無害であると認められた。

（未配布であるが，林野庁研究普及課に1部保留）

◎紫紋羽病，白紋羽病の発生と土壌条件

農林省農業技術研究所発行「賎業技術研究

所報告,c(病理昆虫）第21号（昭和32年

3月)｣P1～P100

この報告は股林水産技術会議内に設置された「永年作

物研究連絡協議会」の課題の一つとして，股技研，園芸

試が分担研究した「両紋羽病発生におよぼす土壌条件の

解折ならびに治療法に関する研究」の成果を，研究分担

した腱技研の荒木隆男氏がとりまとめたものである。

その内容は,I既往の研究，Ⅱクワ，リンゴ，ナシ等

の紫紋羽病と白紋羽病の発生環填，Ⅲ両病の発生環境の

比較解折，Ⅳ両病の治療法を詳述し，なお，総括，要

約，引用文献，図版等合計100余頁に及んでいる。

（配布先，都道府県農業試験場）

一_

◎南洋材の穿孔虫駆除に関する試験

（植物防疫所調査研究第4号）

農林省横浜植物防疫所昭41．3月

そのI低温が南洋材の数種害虫に与える影響

この試験は，冬期間，寒地に輸入される南洋材の検疫

方法を検討するため，害虫の生死に影響する低温ならび

に，材混の変化等，関連する数項目について，植物防疫

所小樽出張所が行なった成果である。試験はつぎの項目

について行なわれた。

ff)熱電対による虫体凍結過程,(可低温処理（短

期および長期)，例材片ブロック内に生息する虫

の低温処理，（二）材内の温度変化

そのⅡ南洋材の海水浸漬による穿孔虫の殺虫試験

この試験は，輸入木材に付着している害虫の消毒方法

として，不合格材を30日以上水中に没渡させ，浮上部に

薬剤散布する方法が輸入木材検疫要綱に定められている

が，その浸潰期間を再検討するため，大阪支所が実施し

た結果である。それによると，各種処理区の死虫率は処

理日数と必ずしも比例しない。要綱で定められている30

日区について承ると，95.3％，84.3影，79.9％と殺虫効

果の不安定さが目立ち，検疫の立場から承ると，この消

稚方法，消毒期間などについては満足できない，と言っ

ている。（配布先，植物防疫所支所，出張所）
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二

怠穏髪
昨
年
来
の
久
し
ぶ
り
の
価
格
高
騰
で
、
こ
の
数
年
あ
れ
ほ
ど
さ
わ
が
れ
た
外
材
イ
ン
パ
ク

ト
論
も
、
こ
の
と
こ
ろ
、
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
パ

ク
ト
論
の
後
退
を
よ
そ
に
外
材
輸
入
量
臆
年
を
着
実
に
増
え
、
昨
年
は
と
う
と
う
木
材
需
要

量
の
三
割
を
越
す
に
至
っ
た
。
こ
の
勢
い
は
当
分
と
ど
ま
り
そ
う
に
も
な
い
。

そ
の
外
材
の
ち
ょ
う
ど
半
分
を
占
め
る
の
が
南
洋
材
で
あ
る
が
、
南
洋
材
は
米
材
や
ソ
連

材
と
ち
が
っ
て
ほ
と
ん
ど
全
堂
が
丸
太
で
の
輸
入
で
あ
る
。
輸
入
先
は
十
数
カ
国
に
わ
た
っ

て
い
る
も
の
の
、
い
ま
の
と
こ
ろ
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
サ
パ
ー
州
（
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
）
か
ら
の

輸
入
が
圧
倒
的
に
多
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ラ
ワ
ン
丸
太
の
輸
出
額
が
国
の
輸
出
総
額
の
十

数
影
を
、
サ
バ
ー
州
に
い
た
っ
て
は
数
十
％
を
占
め
て
お
り
、
ラ
ワ
ン
丸
太
が
両
国
に
と
っ

て
い
か
に
重
要
な
輸
出
品
目
に
な
っ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
南
洋
材
の
輸
入
は
ま
っ
た
く
の
コ
マ
ー
シ
や
ル
・
ベ
ー
ス
で
進
め
ら
れ
て
お

り
、
資
源
保
統
へ
の
配
慮
は
ほ
と
ん
ど
払
わ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
も
、
先
進
諸
国
の
援
助
を
得
て
徐
去
な
が
ら
経
済
成
長
を
遂
げ
つ
つ

あ
り
、
そ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
エ
業
の
振
興
、
国
の
発
展
の
た
め
に
使
っ
て
い
き
た
い
に

違
い
な
い
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
旺
盛
な
買
付
け
に
よ
り
今
日
の
よ
う
な
良
材
の
選
伐
が
進

め
ら
れ
、
十
分
な
跡
地
更
新
も
な
さ
れ
な
い
状
態
が
な
が
く
続
け
ば
、
や
が
て
、
こ
れ
ら
諸

国
に
お
い
て
木
材
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
す
で
に
、
山
に
満
足
な
木
は
な
く
、
起
こ
る
の

は
水
害
ば
か
り
と
い
う
事
態
が
生
じ
え
な
い
と
ば
誰
が
保
証
で
き
よ
う
か
。

農
産
物
と
ち
が
っ
て
、
木
材
の
場
合
は
、
開
発
輸
入
に
名
を
か
り
て
鉱
業
的
な
安
易
な
道

を
選
び
う
る
が
、
金
に
も
の
を
い
わ
せ
て
の
近
視
眼
的
な
輸
入
を
続
け
て
お
れ
ば
、
日
本
は

ア
ジ
ア
の
山
荒
し
と
し
て
嫌
わ
れ
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
。

南
洋
材
を
一
人
占
め
に
す
る
ほ
ど
の
輸
入
国
で
あ
り
な
が
ら
、
た
だ
も
う
買
い
ま
く
る
だ

け
で
、
南
洋
材
擬
源
の
調
査
資
料
に
つ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
シ
バ
諸
国
よ
り
も
遅
れ
を
と
っ
て
い

る
よ
う
で
は
話
に
な
ら
な
い
。

相
手
国
の
事
情
、
政
情
の
不
安
定
さ
、
国
民
性
の
ち
が
い
等
い
ろ
い
ろ
問
題
も
多
か
ろ
う

が
、
も
う
こ
の
辺
で
相
手
国
の
森
林
資
源
の
充
実
、
林
業
、
林
産
業
の
発
展
に
も
つ
な
が
る

本
当
の
意
味
の
開
発
輸
入
を
考
え
て
も
よ
い
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う

す
る
こ
と
が
結
局
、
資
源
の
先
細
り
を
防
ぎ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
輸
入
を
確
保
し
う
あ
道
に

つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
だ
が
。

（
山
の
あ
な
）

一
一

●

ヤ
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第15回林業写真コンクール作品募集

主催

後援

日本林業技術協会。全国林業改良普及協会

農林省・林野庁（申請中）

1．主題

写真を通じて林業の発展ならびに普及に寄与するもの。

2．題材

森林の生態・動植物。林業における育苗・造林・保育・伐採。搬出・製材・製炭・木材工業・特殊林産・林道
被害・山村･の生活・風俗など。

3，区分

第1部一枚写真黒白写真四ツ切

第2部組写真黒白写真，キャビネ全紙，1組15枚以内。
第3部スライド黒白またはカラー，35ミリ版，1組15～50コマ程度にまとめたもの・説明台本添付，テー

プ付も可。

4．応募規定

応募資格応募作品は自作に限る。応募者は職業写真家でないこと。応募作品は未発表のもの。
応募点数制限しない。

記戦事項(1)部門別(2)題名(3)撮影者(住所・氏名・年齢。職業）(4)内容説明(5)撮影場所（0)搬影年月日
(7)搬影データなど。

締切昭和43年2月末日（当日消印のものを含む）
送付先東京都港区赤坂1丁目19三会堂ピル全国林業改良普及協会第15回林業写真コンクール係。
作品の帰属第1部・第2部の応募作品は返却しない。その印画の使用は主催者の自由とする。入選作品の版

権は主催者に属するものとし，必要に応じて，ネガの提出を求めることがある。
第3部作品は審査後返却する。主催者はこれを一般公開用スライドの原作として採用することが
ある。採用条件については応募者と協議の上決める。

5．審査員（順不同・敬称略）

写真家島田謹介腱林コンサルタントセンター社長八原昌元林野庁林政課長岡安誠
林野庁研究普及課長大矢寿日本写真家協会会員八木T弘全国林業改良普及協会専務理事
原忠平日本林業技術協会常務理事成松俊男

6．入選者の決定と発表

審査は昭和43年3月中旬に行なう。発表は日本林業技術協会発行の「林業技術｣，全国林業改良普及協会発行
の「林業新知識」または「現代林業」誌上。作品の公開は随時同誌上で行ない，適当な機会に展覧会を開く。

7．賞

第1部特選1名凝林大臣賞賞金10,000円〔注〕各部門とも入選者には副賞を
1席3焔林野庁長官賞賞金5,000円贈呈する。同一者が同一部門
2席5名日本林業技術協会賞賞金3,000円で2点以上入選した場合，席
3席10名賞金2,000円位はつけるが，賞金・賞品は
佳作20名記念品高位の1点の鐘に贈呈する。

第2部特選1名股林大臣賞賞金20,000円
1席1名林野庁長官賞賞金10,000円
2席1名全国林業改良普及協会賞賞金5,000円
3席5名賞金3,000円

第3部特選1名農林大臣賞賞金30,000円
1席1．潟林野庁長官賞賞金15,000円
2席1名全国林業改良普及協会賞賞金10,000円
3席5名賞金5,000円

－39－
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紗森林航測編集委員会

6月30日(金)，午後2時より本会

会議室で開催。

出席者：中島，正木，石戸，岩部，

持田の各委員と本会より成

松，中曽根,八木沢，武田。

n
i
! i

I会覺についてのお願いI
I
I

I

I
H

I正会員年額600円！

（学生400円）’
1
1

1特別会員年額1,000円I
1

H （4月1日～翌年3月末)I

｜正会員の会費は,前期分につI
|いては,5月末までに,後期分1
1については11月末までにお納め｜
|いただくことにな・ておりますI
｝ので，よろしくお願いいたしまI

｜す。｜
Iなお転居の節は新，旧住所をI

1

Iお知らせ下さい。 1

1
口ーーー■■■ー1■■ーーーー4■■ーー1■■4■■＝一一■■■ー一一一一一＝●

I

一

会 務報告
牙

一一一 一一一

◆昭和42年度第3回常務理事会

昭和42年6月28日(水)12時より本

会理事長室において開催し，蓑輪理

事長より本会本部の組織，人事，協

会規定改廃について説明があり，質

疑応答の後，全員の了承を得て午後

2時30分散会した。

出席者：山村，石井，遠藤，山田の

各常務理事と本会より蓑

輪，松川，成松，橋谷。

●第4回林業技術編集委員会

7月4日(火)，午後2時より本会

理事長室で開催。

出席者：蔵持，小野，石崎，畑野の

各委員と本会から蓑輪，小

幟橋谷，八木沢，中元。

コラーサ号が101日の航海をし

陰編集室から旬て繊浜に入港した頃から本格的な
夏がやってきました。「小さな船の大きな英雄」とうた

われ，もてばやされた鹿島さんをとやかく言う向きもあ

ったようですが，私は彼の航海日誌を読んで象て人間と

して誠にりつばであり，好感のもてる青年であるとの感
●、

を深くいたしました。彼は英雄の代名詞ともいえるナポ

レオンのように「我が辞書に不可能と言う字はない」な

どと豪語するどころか，航海一日目にして頭痛で寝込ん

でし富って弱音をはき，気嫌の悪い時はペットに当たっ

たりとわれわれと何ら変わるところのない船上の101日

を過ごしたようです。しかし彼には周倒な計画と豊富な

知識に韮づく冷静な状況判断がありました。そして孤独
●●

に耐えぬく糖神力と．．…．，やはり現代の英雄といえ室し

ようか。私は鹿島さんの壮様を讃えるとともに「成功の

最大要因は自然の徒に従ったこと」という言葉を私ども

の仕事の面にも反映させて味合いなおして承たいと思う

のです。

森林をとりまく自然の徒について，私どもはこれまで

もいろいろと学び，従ってきてはおりますが，時には学

び方が浅かったり，徒にそむいたり海の上でなら命にか

かわるようなことをしなかったとは言えないようです。

（八木沢）

一

宙

●

｜昭和42年8月10日発行

林業技術第305号
編集発行人蓑輪満夫

印刷所大日本印刷株式会社

発行所 社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町七番地
砿話（261）5281(代)～5
張替東京60448審）

一
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釧釣魅努で,監…鱗鴬鍵識騨瀧翻織
咳ﾃ少〃總鈎陛繼／ カルスロープは当社の長年の研究l

米国ACCO社との技術提携に依り完成された我国初の特許新製品であり従来‘
亜銀メッキロープでは到底望めなかった優れた特長を兼ね倣える画期的ワイヤロー
プです特に称業用船舶用吊橋用ステー用その他腐蝕環境下に最適です

#溌翻#溌翻
鱸鱸#騨雛謹懸 ＃＃

蝿蝿

プは当社の長年の研究と

寺許新製品であり従来の

備える画期的ワイヤロー

爵蝕環境下に最適です
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1 監修林野庁

編集･発行日本林業技術協会

B5判227ページ

定価850円（〒実費）’一

伐木・集遮材の技術は機械化によって大幅に向上いたしましたが，健全な林業経営を行

なうためには，この方面でのなお一層の合理化，能率化が要望されております。

本書は，国有林製品生産の現場において研究，考案された事業能率化の試象を実行した

約50事例を収録しており，これら事例の中にはすでに事業化され着々 実績を上げつつある

ものも多数あります。

内容は，

伐木造材作業／集材機作業〔1．作業方式〕／集材機作業〔2．器具の

改良〕／トラクタ作業／作業道作設および運材作業／造林との連携

作業/安全管理／製品生産の総合改善／その他
に分かれ，それぞれ地域的にも規模的にもバランスをとっていくつかずつの事例を収録し

ております。本書は国有林の事例だけを収録したものではありますが，会社有林，私有林

においても経営の合理化に十分活用しうるものであります。

TeL(261)5281(代)－5
振替。東京60448日本林業技術協会東京都千代田区六番町7
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かんたんに伐採できます.／

新製品《マイクロビット》は、伐採

量をより多くするため(二、特に品質

やデザインを研究してつくりあげた

かってない高性能ソーチェーンです。

切れ味は抜群、手入れも臨単。疲れ

をほとんど矢ﾛらずにグングン仕事が

はかど(ﾉます。〈マイクロビット＞

のチーズを切るようなすばらしい切

れ味を、ぜひお確かめください。

＊お求めはお近くの販売店でと.うぞ。

一

新発売.／

⑥湿鱈鰯⑧馴・
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測量が簡単にできる
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－こんな測量はアミ・テンプレートで一

○森林計画お･よび経営計画編成における小班区画の測逓

○国有林収稚調査周囲測量

○現地作業が困難な崩壊地の測量

一こんなに便利一

○従来のアランデル板と点格子板の機能を同時にもち、測

量と同時に実測図と而秋が求められる。

○マイラーに比べて非常に透明度が高く測愚がしやすい。

○必要な縮尺の実測図を簡単に作られる。

I

I

一価格一

発売

一枚850円

元社団法人日本林業技術協会
東京都千代M1区六番町7

魎話（261）5281振替東京60448ff
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司本植生株式会社
岡山県津山市高尾590のITEL(津山代表)7521～3
千代田区神田佐久間町3の33(三井田ピﾙ)TEL(861)3643

千代田区神田佐久間町”33(三井田ビﾙ)TEL(85I)553'7
大阪市北区末広町l9番地新扇町ビルTEL大阪(341.)0147

本植生日植生のコンサルタント夕サの．
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大阪(341.)0147
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岡山(23）’820
札幌(24)5385～9
名古屋(871)287｣
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大阪市北区末広町l9番地新扇町ビル
秋田市中通76丁目7福祉センタービル4階
福岡市大名1丁目1番3号石井ビル

岡山市磨屋町9-1860I(岡山農業会館）
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ド○デンロメー ター （日林協測樹器）
価格22.5001'1(〒込）

形式

高サ125mn1

11W.15mn'

長サ106mnl

概要

この測樹器は従米の林分胸商断面種測定方法の区画測

逓、毎木澗嫌を必要とせず、ただ単に林分内の数カ所で、

その周囲360.の立木をながめ、本器の特徴である。

プリズムにはまった立木を数え、その平均値に|断而砿定

数を掛けるだけで、その林分の1ha当りの胸高断面穂合

計が計算されます。

機能

プリズムをのぞくだけで林分胸高断面磯測定、水平距

離測定、樹商測定、傾斜角測定が簡単にできます。

磁石で方位鮒のillll定もできます。

プリズムの砿顛

K=4壮齢林以上の人工林、天然林、水平距離測定、樹
高測定

K=2幼柵林、耕炭林、樹高測定

（水平距離設定用標板付）

途

11il当りの林分胸高断面積測定

水平距離測定

用
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樹高測定

傾斜角測定

方位角測定
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社団
法人 日本林業技術協会
（振替・東京60448番）

東京都千代田区六番町7
竃話（261局）5281（代表）～5
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